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は
じ
め
に

近
江
（
滋
賀
県
）
は
、
長
浜
曳
山
祭
、
大
津
祭
、
日
野
祭

な
ど
の
曳
山
行
事
と
日
吉
山
王
祭
、
瀬
田
の
船
幸
祭
な
ど
、

湖
国
を
代
表
す
る
規
模
の
大
き
な
祭
礼
行
事
か
ら
、
農
村
集

落
の
鎮
守
の
祭
り
、
地
蔵
盆
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
盆
行

事
、
オ
コ
ナ
イ
や
山
の
神
な
ど
の
民
間
信
仰
に
基
づ
く
行
事

な
ど
、
各
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
民
俗
行
事
の
宝
庫
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
行
事
に
共
通
し
て
顕
著
な
問
題
と
し
て
、
資

金
や
担
い
手
の
不
足
、
古
い
慣
習
に
よ
る
足
枷
な
ど
が
原
因

と
な
っ
て
、
そ
れ
ら
の
継
続
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
、
二
〇
二

〇
年
の
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

「
文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀

［
［

［
註

」
で
は
、
そ
の
現

状
を
把
握
し
、
未
来
へ
向
け
て
「
提
言
」
を
す
べ
く
、
二
〇

二
五
年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
博
物
館
学
芸
員

や
大
学
の
研
究
者
な
ど
の
有
識
者
に
見
解
を
聞
い
て
意
見
交

換
を
す
る
「
文
化
・
経
済
サ
ロ
ン

［
［

［
註

」
を
二
回
実
施
。
そ

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
サ
ロ
ン
の
結
果
を
踏
ま
え
て
「
文

化
ビ
ジ
ネ
ス
塾
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

［
［

［
註

」
を
開
催
し
た
。

そ
の
現
状
か
ら
、
祭
礼
等
の
民
俗
行
事
の
行
く
末
を
考
察
し

た
。

第
一
章
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
方
法

ま
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
と
す
る
祭
り
の
定
義
に

つ
い
て
は
、「
ま
つ
り
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
し
、
曳
山
行

事
な
ど
の
規
模
の
大
き
な
祭
礼
か
ら
、
鎮
守
社
を
核
に
農
村

集
落
で
組
織
さ
れ
た
大
小
の
宮
座
の
祭
礼
、
寺
院
で
行
わ
れ

る
浄
土
真
宗
の
報
恩
講
や
、
地
蔵
盆
や
念
仏
踊
り
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
の
盆
行
事
、
オ
コ
ナ
イ
や
山
の
神
な
ど
の
民
俗

行
事
を
含
む
と
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
地
域
的
な
範
囲
は
、
当
初
、
都
市
部

や
農
漁
村
な
ど
が
散
在
す
る
大
津
市
な
ど
に
限
っ
て
行
う
考

え
方
も
あ
っ
た
が
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
、Google

フ
ォ
ー
ム
で
回
答
を
回
収
す
る
方
法
を
検
討
す
る
中
で
、
滋

賀
県
文
化
財
保
護
課
の
民
俗
担
当
者
で
あ
る
矢
田
直
樹
氏
に

協
力
を
お
願
い
し
、
県
内
の
市
町
の
民
俗
担
当
者
に
呼
び
か

け
を
行
い
、
広
く
県
域
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
精
査
し
、

七
月
初
め
か
ら
八
月
末
ま
で
を
回
答
期
間
と
し
て
、
県
内
十

九
の
市
町
の
民
俗
担
当
者
に
依
頼
文
を
配
布
し
、
各
市
町
の

「
ま
つ
り（
祭
礼
行
事
と
民
俗
行
事
）」の
担
当
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
配
布
す
る
形
で
実
施
し
た
。
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-Research Proposals from the Shiga Cultural and Economic Forum-

Summary:
The theme of the research proposals put forward by the 2025 Shiga Cultural and Economic 
Forum was to examine the current state and future of traditional festivals and folk events 
handed down in Omi. The author, who serves as the forum’s organizer, was in charge of the 
research, and with the cooperation of the Shiga Prefecture Cultural Properties Protection 
Division and folklore experts in each city and town, a questionnaire survey was conducted 
within the prefecture. Based on the results of the survey, the recommendations of the 2025 
Shiga Cultural and Economic Forum are reported in this magazine along with the survey results.
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
は
十
八
項
目
で
、
基
本
情
報
を
中
心

と
し
な
が
ら
、
祭
り
の
問
題
点
や
こ
れ
か
ら
に
向
け
て
の
工

夫
な
ど
、
祭
礼
、
民
俗
行
事
の
担
当
者
が
共
有
し
、
自
ら
の
行

事
の
改
善
に
役
立
つ
よ
う
な
内
容
と
し
た
。
ま
た
可
能
な
限

り
自
由
記
述
欄
も
設
け
て
、生
の
声
を
聞
け
る
よ
う
に
し
た
。

・
項
目
は
、
以
下
の
通
り

（
一
）�

あ
な
た
の
お
名
前
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
（
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
を
公
開
す
る
際
に
個
人
の
お
名
前
を
公
開

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

（
二
）
あ
な
た
の
年
齢
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
三
）�

ご
連
絡
先
を
教
え
て
く
だ
さ
い
（
携
帯
電
話
の
番
号

ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
）。

（
四
）�

あ
な
た
が
所
属
さ
れ
る
自
治
会
の
名
称
を
ご
記
入
く

だ
さ
い
。
ま
た
、「
ま
つ
り
」
の
催
行
に
関
連
し
て
、

字
名
、
講
中
、
町
組
な
ど
の
組
織
に
所
属
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
名
称
も
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

（
五
）�

あ
な
た
が
所
属
さ
れ
る
自
治
会
の
加
入
率
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
（
概
ね
で
構
い
ま
せ
ん
）。

（
六
）�

あ
な
た
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
く「
ま
つ
り
」

の
名
称
と
催
行
さ
れ
る「
日
付
」を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

※�

こ
こ
で
言
う
「
ま
つ
り
」
と
は
、
神
社
の
例
祭
や

お
寺
の
行
事
、
そ
の
他
「
オ
コ
ナ
イ
」
や
「
山
の
神
」

「
地
蔵
盆
」
な
ど
の
伝
統
的
な
地
域
の
行
事
を
対
象

と
し
ま
す
。

（
七
）�

あ
な
た
と
「
ま
つ
り
」
の
関
係
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
八
）�

そ
の
「
ま
つ
り
」
の
所
在
地
と
規
模
を
教
え
て
く
だ

さ
い
（「
ま
つ
り
」
の
起
点
と
な
る
神
社
ま
た
は
お
寺

の
名
前
と
住
所
、
氏
子
や
檀
家
が
暮
ら
す
字あ

ざ

の
名
前

と
住
所
。
氏
子
や
檀
家
の
人
数
〈
概
ね
の
人
数
で
構

い
ま
せ
ん
〉）。

（
九
）�

そ
の「
ま
つ
り
」を
催
行
す
る
た
め
の
参
加
者（
ス
タ
ッ

フ
等
）
の
人
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
（
こ
こ
で
言
う

参
加
者
と
は
、
曳
山
の
曳
き
手
、
神
輿
の
担
ぎ
手
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
な
ど
）。

（
十
）�

そ
の
「
ま
つ
り
」
を
催
行
す
る
た
め
の
「
参
加
者
（
ス

タ
ッ
フ
等
）」
の
人
数
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
（
こ
こ
で
言
う
「
参
加
者
」

と
は
、
曳
山
の
曳
き
手
、
み
こ
し
の
担
ぎ
手
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
な
ど
）。

（
十
一
）�

そ
の
お
ま
つ
り
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
（
神

事
で
特
筆
す
べ
き
珍
し
い
行
事
・
神
輿
の
数
・
神

事
以
外
の
行
事
（
流
鏑
馬
、
子
ど
も
神
輿
、
稚
児

行
列
な
ど
））。

（
十
二
）�
そ
の
「
ま
つ
り
」
は
、
地
域
に
伝
え
ら
れ
て
き
た

伝
説
と
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
か
。
無
い
場
合
は
無

し
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。
伝
説
と
関
わ
っ
て
い
る

場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
伝
説
か
そ
の
概
要
と
、
伝

説
と
関
わ
る
ま
つ
り
の
行
事
の
内
容
も
教
え
て
く

だ
さ
い
。

（
十
三
）�

コ
ロ
ナ
禍
以
降
（
最
近
）
に
、
中
止
ま
た
は
省
略

し
た
神
事
や
行
事
は
あ
り
ま
す
か
（
あ
れ
ば
具
体

的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
）。

（
十
四
）�「
ま
つ
り
」
を
催
行
す
る
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点
を

挙
げ
て
く
だ
さ
い（
該
当
す
る
も
の
全
て
に
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
）。

（
十
五
）�「
ま
つ
り
」
に
関
す
る
問
題
点
が
あ
っ
た
が
、
克
服

で
き
た
取
り
組
み
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
十
六
）�

あ
な
た
に
と
っ
て
「
ま
つ
り
」
は
ど
の
よ
う
な
行

事
で
す
か
（
該
当
す
る
も
の
を
一
つ
選
ん
で
く
だ

さ
い
）。

（
十
七
）�

あ
な
た
の
地
域
の
「
ま
つ
り
」
は
、
今
後
ど
う
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。

（
十
八
）�「
ま
つ
り
」
を
催
行
す
る
に
あ
た
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
例
え
ば
、
ま
つ
り
の
保
存
会
や
、
町
内
会
、

自
治
会
な
ど
の
地
域
社
会
や
団
体
）
に
つ
い
て
何

か
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
（
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
あ
る
と
思
う
か
ど
う
か
な
ど
、
理
由
も
含

め
て
回
答
く
だ
さ
い
）。

・
以
下
は
民
俗
行
事
の
担
当
に
配
布
し
た
依
頼
文
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二
．
回
答
者
・
祭
り
の
基
本
属
性

回
答
者
数

一
〇
三
名

回
答
者
の
年
代
分
布

●�

六
十
代
（
五
十
二
名
）、
七
十
代
（
二
十
四
名
）
が
大

半
を
占
め
、
担
い
手
世
代
の
高
齢
化
が
顕
著
。

●�

四
十
代
以
下
は
十
一
名
に
と
ど
ま
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
以
下
に
報
告
す
る
。
調
査
結

果
の
分
析
は
、
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
研
究
員

の
田
口
真
太
郎
氏
の
協
力
を
得
た
。

以
下
が
そ
の
報
告
と
な
る
。

「
近
江
の
ま
つ
り
の
今
と
こ
れ
か
ら
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
報
告

作
成
：
二
〇
二
五
年
九
月
十
日　

成
安
造
形
大
学 

田
口

一
．
調
査
の
目
的

文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
で
は
、
令
和
七
年
度
の
提

言
研
究
と
し
て「
近
江
の
ま
つ
り
の
今
と
こ
れ
か
ら
」を
テ
ー

マ
に
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。
本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
各
地

域
の
「
ま
つ
り
」
を
担
う
自
治
会
や
保
存
会
の
現
状
を
把
握

し
、
持
続
可
能
な
継
承
の
仕
組
み
を
考
え
る
基
礎
資
料
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
調
査
は
令
和
七
年
七
月
か
ら
八
月

に
か
け
て
実
施
し
た
。

自
治
会
加
入
率

●�

八
〇
〜
九
〇
％
：
六
十
四
件
と
最
も
多
い

●�

六
〇
〜
八
〇
％
：
十
三
件

●�

五
〇
％
未
満
：
六
件

●�

「
わ
か
ら
な
い
」：
九
件

地
域
に
よ
っ
て
加
入
率
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
住
民
意
識

の
ば
ら
つ
き
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

回答者の年代分布

自治会加入率
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祭
り
の
規
模

●�
五
十
人
未
満
：
五
十
三
件

●�

五
十
〜
一
〇
〇
人
未
満
：
二
十
件

●�

一
〇
〇
〜
五
〇
〇
人
未
満
：
二
十
一
件

●�

五
〇
〇
人
以
上
：
二
件

多
く
は
小
〜
中
規
模
の
祭
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

三
．
運
営
体
制
と
課
題
の
見
え
る
化

参
加
者
確
保
の
方
法

●�

地
域
イ
ベ
ン
ト
で
の
呼
び
か
け
：
二
十
八
件

●�

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
：
二
十
六
件

●�

懇
親
会
・
交
流
会
：
十
件

●�

学
校
へ
の
呼
び
か
け
：
七
件

●�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
：
六
件

●�

講
習
会
：
三
件

従
来
型
の
呼
び
か
け
が
中
心
で
、
若
年
層
や
新
住
民
を
取

り
込
む
新
し
い
工
夫
は
ま
だ
限
定
的
で
あ
る
。

資
金
調
達
の
方
法
（
複
数
選
択
可
）

●�

自
己
負
担
（
氏
子
・
檀
家
）：
四
十
三
件

●�

地
域
寄
付
：
三
十
三
件

●�

自
治
体
補
助
金
：
十
七
件

●�

保
存
会
：
十
四
件

●�

企
業
協
賛
：
三
件

●�

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
：
二
件

資
金
面
で
は
自
己
負
担
と
寄
付
へ
の
依
存
が
強
く
、
外
部

資
金
の
活
用
は
限
定
的
で
あ
る
。

祭りの規模

参加者確保の方法

資金調達の方法（複数選択可）
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課
題
の
頻
出
ラ
ン
キ
ン
グ
（
複
数
選
択
可
）

一
．	

人
手
不
足
（
七
十
一
件
）

二
．	
役
割
・
負
担
の
集
中
（
五
十
一
件
）

三
．	
ま
つ
り
の
意
義
へ
の
理
解
不
足
（
三
十
七
件
）

四
．	

新
住
民
の
巻
き
込
み
困
難
（
三
十
四
件
）

五
．	

道
具
・
設
備
の
老
朽
化
（
二
十
七
件
）

六
．	

資
金
不
足
（
十
九
件
）

七
．	

女
性
の
参
画
制
限
（
十
四
件
）

八
．	

問
題
な
し
（
六
件
）

人
手
不
足
と
負
担
集
中
が
突
出
し
、
次
い
で
理
解
不
足
や

新
住
民
の
巻
き
込
み
が
大
き
な
課
題
と
し
て
現
れ
た
。

祭
り
の
価
値
観
と
未
来
像

●�

地
域
の
大
切
な
行
事
で
今
後
も
続
け
る
べ
き
：
四
十
二

件
●�

歴
史
・
し
き
た
り
だ
か
ら
続
け
る
：
十
八
件

●�

な
ん
と
な
く
参
加
：
十
件

●�

雰
囲
気
が
好
き
で
続
け
て
ほ
し
い
：
五
件

●�

負
担
な
の
で
省
略
・
や
め
た
い
：
九
件

半
数
近
く
が
「
か
け
が
え
の
な
い
行
事
」
と
位
置
づ
け
る

一
方
、「
し
き
た
り
」「
な
ん
と
な
く
」「
負
担
感
」
な
ど
多

様
な
意
識
が
併
存
し
て
い
る
。

ク
ロ
ス
分
析
の
結
果

Ａ
．
年
代
×
課
題

●�

六
十
代
（
回
答
者
の
過
半
数
）

○�

人
手
不
足
（
三
十
八
件
）、
負
担
集
中
（
二
十
四
件
）、

理
解
不
足
・
新
住
民
巻
き
込
み
（
各
十
六
件
）
が
多

い
。

○�

「
資
金
不
足
」（
十
一
件
）
や
「
女
性
参
画
制
限
」（
七

件
）
も
他
世
代
よ
り
多
く
顕
在
化
。

●�

七
十
代

○�

人
手
不
足
（
十
七
件
）、
負
担
集
中
（
十
三
件
）、
新

住
民
巻
き
込
み
困
難
（
十
一
件
）
が
目
立
つ
。

●�

四
十
代
・
五
十
代

○�

四
十
代
：
人
手
不
足
（
六
件
）、
負
担
集
中
（
六
件
）

に
加
え
、
新
住
民
巻
き
込
み
困
難
（
五
件
）。

○�

五
十
代
：
人
手
不
足
（
七
件
）
と
ま
つ
り
の
意
義
や

必
要
性
（
五
件
）、
道
具
老
朽
化
（
五
件
）
が
同
程

度
に
課
題
。

●�

若
年
層
（
二
十
〜
三
十
代
）

○�

回
答
数
が
少
な
い
が
、
ほ
ぼ
全
て
の
主
要
課
題
を
一

件
ず
つ
挙
げ
て
お
り
、
担
い
手
不
足
や
理
解
不
足
を

認
識
。

●�

八
十
代
以
上

○�

回
答
は
少
な
い
が
、
人
手
不
足
（
一
件
）、
負
担
集

中
（
二
件
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

課題の頻出ランキング（複数選択可）

祭りの価値観と未来像

近江のまつりの今とこれから　―「文化・経済フォーラム滋賀」提言研究の取り組み― 8



Ｂ
．
自
治
会
加
入
率
×
課
題

●�

加
入
率
八
〇
〜
九
〇
％
（
最
多
層
）

○�

人
手
不
足
（
四
十
五
件
）、
負
担
集
中
（
三
十
件
）、

理
解
不
足（
二
十
一
件
）、新
住
民
巻
き
込
み
困
難（
十

九
件
）
が
突
出
。

●�

加
入
率
六
〇
〜
七
〇
％
台

○�

人
手
不
足
（
五
〜
六
件
）、
負
担
集
中
（
三
〜
五
件
）

な
ど
、
課
題
認
識
が
幅
広
く
分
布
。

●�

低
加
入
率
地
域
（
〜
四
〇
％
）

○�

件
数
は
少
な
い
が
、「
資
金
不
足
」「
女
性
参
画
制
限
」

な
ど
多
様
な
課
題
が
散
発
的
に
出
て
い
る
。

●�

「
わ
か
ら
な
い
」
回
答
（
九
％
）

○�

そ
の
中
で
も
人
手
不
足（
六
件
）、負
担
集
中（
五
件
）

が
挙
が
っ
て
お
り
、
実
態
把
握
が
不
十
分
な
地
域
で

も
共
通
課
題
が
あ
る
。

Ｃ
．
祭
り
規
模
×
資
金
調
達
方
法

●�

五
十
人
未
満
（
小
規
模
祭
り
）

○�

自
己
負
担
（
十
七
件
）、
寄
付
（
十
五
件
）
が
中
心
。

補
助
金
（
八
件
）
も
あ
る
が
外
部
協
力
は
少
な
い
。

●�

五
十
〜
五
〇
〇
人
未
満
（
中
規
模
祭
り
）

○�

自
己
負
担
（
九
〜
十
五
件
）、
寄
付
（
七
〜
十
件
）

が
主
要
財
源
。
補
助
金
・
保
存
会
資
金
も
少
し
利
用
。

●�

五
〇
〇
人
以
上
（
大
規
模
祭
り
）

○�

自
己
負
担
に
加
え
、
補
助
金
・
保
存
会
資
金
・
協
賛

金
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
多
様
な
調
達

源
を
活
用
し
て
い
る
。

●�

ま
と
め
：
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
資
金
調
達
の
多
様
化
が

クロス分析の結果（Ａ．年代×課題）

クロス分析の結果（Ｂ．自治会加入率×課題）
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見
ら
れ
、
小
規
模
は
依
然
と
し
て
「
自
己
負
担
＋
寄
付
」

へ
の
依
存
が
強
い
。

Ｄ
．
価
値
観
×
課
題

●�

「
か
け
が
え
の
な
い
行
事
」
派
（
四
十
二
件
）

○�

人
手
不
足
（
三
十
三
件
）、
負
担
集
中
（
二
十
四
件
）、

新
住
民
巻
き
込
み
困
難
（
二
十
件
）
が
突
出
。

○�

大
切
だ
と
思
う
層
で
も
深
刻
な
課
題
を
強
く
認
識
し

て
い
る
。

●�

「
歴
史
・
し
き
た
り
」
派
（
十
八
件
）

○�

人
手
不
足
（
十
四
件
）、
負
担
集
中
（
九
件
）、
理
解

不
足
（
九
件
）
が
中
心
。

●�

「
な
ん
と
な
く
参
加
」
派
（
十
件
）

○�

少
数
な
が
ら
人
手
不
足
・
負
担
集
中
（
各
五
件
）
と

理
解
不
足
（
五
件
）
を
認
識
。

●�

「
負
担
な
の
で
や
め
た
い
」
派
（
九
件
）

○�

人
手
不
足
（
七
件
）、
負
担
集
中
（
六
件
）、
道
具
老

朽
化
（
三
件
）
が
明
確
。

○�

実
際
に
「
負
担
感
」
が
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

●�

「
雰
囲
気
が
好
き
」
派
（
五
件
）

○�

人
手
不
足
（
三
件
）、
負
担
集
中
（
二
件
）
と
、
課

題
認
識
は
や
や
少
な
め
。

クロス分析の結果（Ｃ．祭り規模×資金調達方法）

クロス分析の結果（Ｄ．価値観×課題）

近江のまつりの今とこれから　―「文化・経済フォーラム滋賀」提言研究の取り組み― 10



Ｅ
．
市
町
村
別
集
計

回
答
件
数

●�

回
答
が
多
い
の
は
草
津
市（
四
十
一
件
）と
米
原
市（
三

十
三
件
）。
両
市
で
全
体
の
約
三
／
四
を
占
め
る
た
め
、

こ
の
二
市
の
傾
向
が
全
体
像
に
強
く
影
響
し
て
い
る
。

●�

大
津
市
（
十
件
）、
東
近
江
市
（
九
件
）
も
一
定
数
の

回
答
が
あ
り
、
特
徴
が
見
え
る
。

●�

そ
の
他
の
市
町
（
栗
東
市
、
近
江
八
幡
市
、
野
洲
市
、

高
島
市
）
は
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
た
め
、
参
考
値
と

し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。

市
町
村
ご
と
の
課
題
の
特
徴

●�

草
津
市
と
米
原
市
が
主
な
サ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
課
題
の

傾
向
が
鮮
明
に
表
れ
て
い
る
。
草
津
市
は
駅
周
辺
の
都

市
的
地
域
で
は
「
新
住
民
の
巻
き
込
み
」「
意
義
理
解

不
足
」
が
目
立
つ
一
方
で
、
農
村
部
も
広
く
抱
え
て
お

り
「
人
手
不
足
」「
老
朽
化
」
と
い
っ
た
課
題
は
米
原

市
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
多
様
な
地
域
性
が
混
在
す

る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

●�

米
原
市
は
農
村
型
の
特
徴
が
強
く
、「
老
朽
化
」「
資
金

不
足
」
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
「
問
題
な

し
」
と
答
え
る
ケ
ー
ス
も
一
定
数
あ
り
、
地
域
ご
と
の

差
が
比
較
的
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

●�

大
津
市
・
東
近
江
市
は
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
（
人

手
不
足
＋
負
担
集
中
＋
理
解
不
足
）。

●�

米
原
市
は
「
問
題
な
し
」
も
一
定
数
あ
り
、
全
体
の
多

様
性
が
比
較
的
高
い
。

●�
サ
ン
プ
ル
が
少
な
い
地
域
は
参
考
値
と
し
つ
つ
、
典
型

的
な
課
題
（
人
手
不
足
、
理
解
不
足
）
は
共
通
し
て
い

る
。

クロス分析の結果（Ｅ．市町村別集計　回答件数）

クロス分析の結果（Ｅ．市町村別集計　市町村ごとの課題の特徴）
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ま
と
め
（
ク
ロ
ス
集
計
の
総
括
）

●�
人
手
不
足
と
負
担
集
中
は
全
て
の
切
り
口
で
共
通
す
る

最
大
の
課
題

年
代
・
加
入
率
・
規
模
・
価
値
観
・
市
町
村
い
ず
れ

で
も
、
人
手
不
足
が
最
も
多
く
指
摘
さ
れ
、
そ
の
結
果

と
し
て
一
部
に
負
担
が
集
中
す
る
構
造
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。

●�

年
代
構
成
の
偏
り
が
課
題
の
深
刻
さ
を
増
幅

回
答
者
の
大
半
を
占
め
る
六
十
〜
七
十
代
が
強
い
危

機
感
を
抱
い
て
お
り
、
次
世
代
の
担
い
手
不
在
が
明
確

に
な
っ
て
い
る
。
若
年
層
の
回
答
は
少
数
だ
が
、
参
加

へ
の
距
離
感
や
負
担
感
を
敏
感
に
指
摘
し
て
い
る
。

●�

回
答
者
の
年
代
偏
り
は
「
役
割
の
担
い
手
構
造
」
を
反

映
回
答
者
の
大
半
を
占
め
る
六
十
〜
七
十
代
は
、
単
に

文
化
へ
の
関
心
が
高
い
か
ら
で
は
な
く
、
自
治
会
長
や

祭
り
の
実
務
担
当
を
担
う
役
割
が
高
齢
者
に
集
中
し
て

い
る
現
状
を
示
し
て
い
る
。
現
役
世
代
は
多
忙
ゆ
え
に

役
割
を
避
け
、
結
果
と
し
て
引
退
後
の
高
齢
者
が
担
い

手
と
な
る
構
造
が
全
域
で
共
通
し
て
い
る
。

●�

祭
り
規
模
と
資
金
基
盤
に
は
明
確
な
差
が
あ
る

小
規
模
祭
り
は
自
己
負
担
と
寄
付
に
強
く
依
存
し
、

持
続
性
に
限
界
が
あ
る
。
規
模
が
大
き
い
祭
り
で
は
補

助
金
や
協
賛
金
な
ど
外
部
資
源
を
取
り
込
み
、
多
様
な

資
金
調
達
を
実
現
し
て
い
る
。

●�

価
値
観
や
地
域
性
に
よ
っ
て
課
題
の
表
れ
方
が
異
な
る

「
大
切
な
行
事
」
と
考
え
る
層
で
も
深
刻
な
課
題
を

認
識
し
て
お
り
、
愛
着
と
負
担
感
が
共
存
し
て
い
る
。

市
町
村
別
で
は
、
草
津
市
に
見
ら
れ
る
都
市
型
の
課
題

（
新
住
民
巻
き
込
み
、
理
解
不
足
）
と
、
米
原
市
に
見

ら
れ
る
農
村
型
の
課
題
（
老
朽
化
、
資
金
不
足
）
が
対

照
的
で
、
地
域
性
を
踏
ま
え
た
対
応
の
必
要
性
が
示
さ

れ
た
。

自
由
記
述

自
由
記
載
に
つ
い
て
は
、Google

フ
ォ
ー
ム
に
直
接
回

答
者
が
記
入
し
て
い
る
の
で
、
誤
字
・
脱
字
等
と
思
わ
れ
る

も
の
は
あ
え
て
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
る
。

（
十
八
）�

あ
な
た
の
地
域
の
「
ま
つ
り
」
は
、
今
後
ど
う
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。

改
革
し
な
が
ら
地
域
の
中
核
に
な
る
行
事
と
な
っ
て
ほ
し

い
。

拡
大
も
せ
ず
縮
小
も
せ
ず
現
状
維
持
。
伝
統
文
化
と
し
て

革
新
を
進
め
る
世
の
中
と
共
存
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。

サ
ン
ヤ
レ
踊
り
保
存
会
に
自
治
会
会
全
員
が
入
れ
ば
ベ
ス

ト
と
思
い
ま
す
。

継
続
。

続
け
て
い
き
た
い
。

担
ぎ
手
不
足
の
時
は
神
輿
の
巡
行
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
町
内

会
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
考
え
る
べ
き
。

若
い
人
達
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
老
齢
化
が
問

題
。

歴
史
や
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
地
域
住
民
の
交
流

の
機
会
と
し
て
継
承
し
て
ほ
し
い
。

今
と
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
と
っ
て
意
義
が
あ
る
な
ら
続
け

て
ほ
し
い
。

伝
統
は
継
承
し
つ
つ
も
個
人
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
楽
し
い
行
事
に
な
っ
て
ほ
し

い
。

新
興
住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
方
も
気
兼
ね
な
く
参
加
出
来

る
と
い
い
。

継
続
し
て
ほ
し
い
。

継
続
。

地
域
の
歴
史
・
文
化
の
一
つ
と
し
て
、
大
切
に
次
世
代
へ

継
承
さ
れ
て
ほ
し
い
。

続
い
て
ほ
し
い
。

地
域
の
絆
を
深
め
る
機
会
で
、
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
住

み
よ
い
街
づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
、
大
切

に
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

高
齢
者
が
増
え
て
い
る
の
で
、
町
内
と
し
て
集
う
場
を
提

供
し
て
行
き
た
い
。

参
加
が
増
え
賑
わ
い
あ
る
も
の
に
な
る
と
い
い
。

継
続
し
て
欲
し
い
。

自
治
会
と
い
う
よ
り
も
街
と
し
て
開
催
す
る
の
が
よ
い
と

感
じ
る
。

わ
か
ら
な
い
。

実
家
の
親
世
代
が
お
こ
な
い
が
あ
り
大
変
そ
う
だ
っ
た
か

ら
あ
ま
り
良
い
印
象
は
な
い
。

地
域
住
民
が
楽
し
み
に
す
る
行
事
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

今
後
も
続
け
ら
れ
る
と
良
い
。

継
続
し
て
ほ
し
い
。

継
続
し
て
欲
し
い
。

若
い
人
が
、
参
加
出
来
や
す
い
、
方
法
に
変
え
て
で
も
、

残
し
て
欲
し
い
。
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神
輿
の
担
ぎ
て
が
少
な
く
人
数
を
集
め
る
の
に
苦
労
し
て

い
ま
す
。

氏
子
だ
け
で
な
く
、
住
民
全
体
と
し
て
の
祭
り
。

発
展
。

継
続
し
て
い
く
中
で
簡
素
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
簡
素
化
す

る
。

続
い
て
ほ
し
い
。

多
く
の
方
々
の
参
加
を
願
う
。

続
け
て
い
き
た
い
。

子
孫
ま
で
継
続
し
て
欲
し
い
。

継
続
し
て
ほ
し
い
い
。

伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
幅
広
く
参
加
者
の

募
集
が
出
来
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
（
祭
り
保
存
会
な

ど
）。

継
続
し
て
欲
し
い
が
簡
素
化
が
必
要
。

末
永
く
続
け
て
い
き
た
い
。

近
隣
の
若
い
方
々
の
参
加
。

氏
子
区
域
の
新
興
住
宅
地
も
巻
き
込
ん
で
、
な
ん
と
か
続

け
て
い
き
た
い
。

子
供
や
た
ち
に
と
っ
て
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
祭
。

今
後
更
に
充
実
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

継
続
し
て
頂
き
た
い
。

日
本
の
文
化　

未
来
永
劫
。

子
供
の
た
め
に
あ
れ
ば
良
い
が
、
高
齢
者
の
意
見
が
前
面

に
で
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、両
者
の
思
い
が
解
離
し
て
い
る
。

子
供
の
思
い
が
反
映
さ
れ
て
ほ
し
い
。

地
域
の
連
帯
感
を
生
む
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
以
前
の
よ
う
な
祭
事
が
行
え
れ
ば
良
い
。
た
だ
ど

ん
な
形
で
あ
れ
、
継
続
出
来
る
方
法
を
氏
子
総
代
等
か
中

心
に
な
っ
て
考
え
て
い
け
ば
良
い
。

も
し
可
能
な
ら
、
残
せ
る
祭
り
に
復
活
し
た
い
…
失
く
し

て
は
い
け
な
い
祭
り
。

継
続
。

伝
統
行
事
で
あ
り
、
今
の
か
た
ち
で
継
承
し
て
ほ
し
い
。

昔
と
同
じ
事
は
出
来
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
、
地
域
が
取

り
組
め
る
規
模
で
存
続
で
き
れ
ば
良
い
。

老
若
男
女
問
わ
ず
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
全
員
参
加
型
の

行
事
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

六
十
年
に
一
度
の
奇
祭
で
す
。
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
保
存

会
を
作
り
古
き
良
き
祭
り
を
伝
承
す
べ
く
秋
祭
り
と
節
分

祭
で
奉
納
し
て
い
ま
す
。
何
と
か
続
け
る
べ
く
会
員
が
奇

数
月
に
二
時
間
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ワ
イ
ワ

イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
楽
し
む
事
が
祭
り

の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

継
続
は
し
て
行
っ
て
ほ
し
い
が　

現
状
は
難
し
い
。

継
続
、
よ
り
楽
し
く
。

現
状
を
維
持
し
て
行
き
た
い
。

時
代
に
即
し
た
や
り
方
で
行
う
。

今
ま
で
ど
お
り
で
、
継
続
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

縮
小
。

小
規
模
に
し
て
継
続
し
て
欲
し
い
。

若
い
人
も
理
解
し
継
続
し
て
欲
し
い
。

な
ん
と
か
続
け
た
い
。

継
続
し
て
続
け
た
い
。

（
十
九
）�「
ま
つ
り
」
を
催
行
す
る
に
あ
た
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
例
え
ば
、
ま
つ
り
の
保
存
会
や
、
町
内
会
、

自
治
会
な
ど
の
地
域
社
会
や
団
体
）
に
つ
い
て
何

か
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
（
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
あ
る
と
思
う
か
ど
う
か
な
ど
、
理
由
も
含

め
て
回
答
く
だ
さ
い
）。

神
社
の
氏
子
と
し
て
の
意
識
も
含
め
て
、
自
治
会
、
保
存

会　

氏
子
組
織
が
協
力
で
き
る
体
制
が
ほ
し
い
。

地
下
全
体
で
祭
が
不
要
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
認
識
が
あ

る
。

サ
ン
ヤ
レ
踊
り
保
存
会
は
単
独
で
存
在
し
て
い
ま
す
が
、

自
治
会
と
連
携
す
べ
き
か
迷
う
と
こ
ろ
で
す
。
単
独
は
自

由
に
行
動
で
き
る
が
、
自
治
会
内
で
は
動
き
に
く
い
。
当

面
は
単
独
が
良
い
か
な
。

大
事
な
藤
樹
先
生
の
顕
彰
へ
の
地
域
の
希
薄
化
→
財
団
法

人
藤
樹
書
院
の
事
業
に
な
っ
て
い
る
。

理
解
を
得
る
の
が
難
し
い
。

宗
教
も
絡
む
の
で
、な
か
な
か
積
極
的
に
は
言
え
な
い
が
、

地
域
の
行
事
と
し
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

古
く
か
ら
の
住
民
と
新
規
に
転
入
さ
れ
た
住
民
が
、
地
域

の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
行
事
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

町
内
会
の
存
在
意
義
、
町
内
会
長
の
負
荷
軽
減
が
深
刻
化

し
て
い
る
の
で
形
を
変
え
て
い
か
な
い
と
将
来
は
無
い
。

高
齢
化
が
進
み
参
加
者
が
集
ま
ら
な
い
。

自
治
会
メ
ン
バ
は
祭
り
に
参
加
す
る
に
は
、
上
位
団
体
に

加
盟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
も
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
加
盟
は
や
め
て
お
こ
う
、
の
意
見
が
主
で
あ
る
。

現
在
も
自
治
会
で
関
わ
っ
て
い
る
祭
事
と
関
わ
っ
て
な
い

祭
事
が
あ
る
。
宗
教
的
な
業
者
の
為
、
関
わ
る
事
に
反
対

の
意
見
も
有
る
。
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守
る
所
は
守
り
、
変
え
る
所
は
時
代
に
合
わ
せ
て
見
直
す

勇
気
が
大
切
。

町
の
繋
が
り
。

世
代
の
継
続
。
地
域
か
ら
子
供
会
が
無
く
な
り
、
子
供
世

代
や
若
い
親
世
代
を
地
域
活
動
に
巻
き
込
む
機
会
が
逸
し

て
い
る
現
状
に
危
機
感
を
強
く
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
に
コ

ロ
ナ
で
拍
車
が
か
か
る
。
改
め
て
、
行
政
も
交
え
、
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
の
既
存
の
町
内
会
に
属
さ
な
い
世
代
も
含
め

た
仕
掛
け
づ
く
り
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

町
内
会
員
の
情
報
源
収
集
と
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

で
あ
っ
て
欲
し
い
。

今
年
初
め
て
神
輿
委
員
会
が
あ
る
と
知
っ
た
。
学
区
内
に

住
ん
で
い
る
が
存
在
を
知
ら
ず
に
い
た
の
で
、
同
じ
よ
う

に
知
ら
な
い
人
も
多
い
の
で
は
？
決
ま
っ
た
人
だ
け
が
関

わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
広
く

つ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
な
と
感
じ
る
。

地
元
の
神
社
な
の
で
、
町
内
会
長
と
し
て
年
間
十
位
の
催

事
に
参
加
し
て
負
担
が
大
き
い
。

町
内
会
な
ど
で
実
施
は
役
員
の
負
担
が
あ
る
と
思
う
の
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
み
た
い
な
の
が
市
で
あ
る
と
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

住
民
同
士
で
触
れ
合
う
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

出
来
れ
ば
続
け
て
行
け
た
ら
良
い
と
は
思
う
。

し
き
た
り
に
と
ら
わ
れ
な
い
な
に
か
新
し
い
ま
つ
り
な
ら

興
味
は
あ
る
。

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

自
治
会
、
町
内
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
と
い
う
名
の
も

と
に
行
政
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
下
請
け
先
と
な
り
、
最

低
賃
金
か
ら
逸
脱
し
た
異
常
な
安
価
で
行
政
に
都
合
良
く

利
用
さ
れ
て
い
る
制
度
上
の
欠
陥
を
改
善
し
た
方
が
良

い
。
改
善
で
き
な
い
場
合
、
全
国
各
地
で
各
地
域
の
「
ま

つ
り
」
を
担
う
膨
大
な
数
の
自
治
会
、
町
内
会
活
動
は
順

次
縮
小
し
終
焉
を
迎
え
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
意
図

し
て
い
る
の
か
意
図
し
て
い
な
い
の
か
判
ら
な
い
が
、
地

域
の
日
本
文
化
を
衰
退
さ
せ
た
い
行
政
の
意
向
が
見
え
て

い
る
。

地
域
活
性
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
治
田
神
社
の
例
祭
と
夏

祭
り
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
問
題
点
、
大
人
用

神
輿
の
軽
量
化
（
含
む
新
調
）。

若
い
世
代
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

若
い
人
の
参
加
が
欲
し
い
。

自
治
会
が
神
輿
を
担
当
し
て
い
る
の
で
大
変
で
す
。

大
切 

絆
。

高
齢
化
、
共
働
き
と
参
加
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

自
治
会
離
れ
が
不
安
。

町
内
に
住
ん
で
い
る
以
上
は
、
ま
つ
り
を
通
じ
て
そ
の
場

所
の
歴
史
と
触
れ
合
っ
て
ほ
し
い
。

継
続
し
て
ほ
し
い
。

必
要
だ
と
思
う
。

ま
つ
り
保
存
会
は
是
非
立
ち
上
げ
て
い
く
。

改
革
が
難
し
い
。

町
内
の
枠
を
越
え
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
確
認
い
た
だ
け

る
機
会
。

地
域
の
各
種
の
互
助
に
役
立
っ
て
い
る
。

祭
を
省
略
し
よ
う
と
い
う
方
々
が
一
定
数
お
ら
れ
る
が
、

熱
心
に
支
え
て
く
だ
さ
る
方
も
お
ら
れ
、頼
も
し
く
思
う
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
し
て

ほ
し
い
。

保
存
会
の
立
ち
上
げ
の
必
要
性
。

日
本
を
正
し
く
知
る
。
愚
者
は
経
験
に
学
び
、
賢
者
は
歴

史
に
学
ぶ
。

様
々
な
世
代
が
集
ま
っ
て
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
よ
い
が
、
今

は
そ
れ
が
ベ
ス
ト
と
も
言
え
な
い
。
こ
う
で
な
け
れ
ば
と

い
う
人
が
一
定
数
お
り
、
な
か
な
か
運
営
も
難
し
い
。

地
域
の
協
力
体
制
、
共
助
意
識
の
高
揚
の
為
に
も
大
切
で

す
。

昔
か
ら
、
自
治
会
や
氏
子
総
代
等
が
中
心
と
な
り
、
継
続

す
る
た
め
の
方
法
を
模
索
し
て
い
る
。
神
職
と
も
意
思
疎

通
を
図
り
な
が
ら
、
区
民
の
意
見
反
映
も
し
て
継
続
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

子
供
た
ち
が
少
な
く
成
り
、
帯
掛
け
祭
り
や
ケ
ン
ケ
ト
祭

り
を
見
た
事
が
無
い
子
供
が
ほ
と
ん
ど
で
す
！
他
に
類
を

見
な
い
祭
り
な
の
で
復
活
さ
せ
た
い
！
そ
う
思
う
人
と
、

力
が
欲
し
い
で
す
。

最
近
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
薄
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
せ
め
て
伝
統
行
事
で
あ
る
ま
つ
り
を
通
じ
て
つ
な

が
り
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

仕
事
が
主
体
で
あ
り
、
ほ
ぼ
関
係
役
員
と
一
部
の
団
体
で

事
業
計
画
を
消
化
し
て
い
る
感
じ
で
す
。
私
も
そ
う
で
す

が
、
今
後
さ
ら
に
ま
つ
り
の
意
義
等
薄
れ
て
い
く
様
に
感

じ
て
い
ま
す
。

特
定
の
人
し
か
参
加
出
来
て
い
な
い
の
が
現
状
な
の
で
、

出
店
な
ど
も
設
け
、
盛
り
上
が
り
の
あ
る
、
人
の
集
ま
る

よ
う
な
催
事
に
し
て
い
き
た
い
。

冊
子
を
作
り
、
コ
ミ
セ
ン
の
広
報
に
も
会
員
募
集
し
た
り

学
校
な
ど
参
加
を
お
願
い
に
行
き
ま
す
が
、
な
か
な
か
。

積
極
性
が
乏
し
い
。

新
興
団
地
の
祭
り
に
対
す
る
理
解
が
希
薄
で
あ
る
。
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大
人
に
よ
る
角
力
踊
り
保
存
会
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

が
、
新
し
く
保
存
会
に
入
る
人
の
確
保
が
問
題
と
聞
い
て

い
る
。
歴
史
あ
る
祭
り
の
継
続
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
と
し
て
必
要
。

高
齢
化
が
進
み
今
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
心

配
。

地
域
住
民
が
集
ま
れ
る
場
が
コ
ロ
ナ
禍
以
降
か
な
り
少
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ま
つ
り
は
続
け
て
欲

し
い
。

大
切
。

地
域
住
民
が
集
う
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
る
。

ふ
れ
あ
い
の
場
が
今
日
は
少
な
く
な
り
希
薄
な
ム
ー
ド
が

あ
る
様
子
が
伺
わ
れ
る
。

近
隣
互
助
の
観
点
か
ら
も
、
む
す
び
つ
き
が
必
要
。

一
体
は
無
理
。

高
齢
化
に
な
り
先
が
不
安
。

人
口
減
少
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
。

無
理
し
て
続
け
る
必
要
は
な
い
。

地
域
の
交
流
、
団
結
力
に
貢
献
。

世
代
間
交
流
を
図
り
、
広
く
発
信
し
て
ゆ
く
べ
き
。

自
治
会
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
は
必
要
だ
が
。

自
治
会
が
機
能
し
な
い
と
継
続
で
き
な
い
。

（
二
十
）�

そ
の
他
、「
ま
つ
り
」
に
関
し
て
思
う
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
ご
記
入
く
だ
さ
い

ま
つ
り
の
意
義
や
歴
史　

課
題
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
、
神

社
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

合
理
的
に
割
り
切
れ
な
い
も
の
は
何
か
別
の
も
の
の
せ
い

に
し
て
き
た
日
本
人
。
神
の
祟
り
だ
と
祭
礼
を
行
っ
て
き

た
経
緯
が
あ
る
が
、
科
学
が
発
展
し
て
き
た
こ
と
の
表
裏

で
神
に
対
し
て
の
信
仰
心
は
減
っ
て
き
て
い
る
。

古
来
ま
つ
り
に
は
地
域
安
全
や
豊
作
祈
願
な
ど
安
定
し
た

暮
ら
し
を
願
う
人
々
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
お
り
地
域
の

活
力
の
源
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

サ
ン
ヤ
レ
踊
り
の
復
活
も
旧
来
住
民
と
新
し
く
移
り
住
ん

だ
住
民
と
の
交
流
も
含
め
地
域
の
活
力
の
源
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
ま
つ
り
が
休
止
し
た

後
の
再
開
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
が
自
治
会
子
ど
も

会
の
子
供
神
輿
が
再
開
せ
ず
に
い
ま
し
た
。
サ
ン
ヤ
レ
踊

り
保
存
会
は
自
治
会
、
子
ど
も
会
と
協
力
し
子
供
神
輿
再

開
に
一
役
を
果
た
し
ま
し
た
。
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
保
存
会
会

員
の
多
く
は
四
十
歳
代
で
、
一
般
的
に
あ
ま
り
地
域
活
動

に
関
わ
っ
て
い
な
い
年
齢
で
す
が
子
供
神
輿
の
再
開
に
関

わ
っ
た
こ
と
は
今
後
の
地
域
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

儒
式
祭
典
は
、一
般
で
い
う
…
祭
り
で
は
な
い
の
で
す
が
、

祭
典
と
い
う
こ
と
で
、
な
ん
と
な
く
回
答
し
ま
し
た
。

県
や
市
も
も
っ
と
サ
ン
ヤ
レ
踊
り
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
小
さ
な
伝
統
的
な
祭
り
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

非
科
学
的
な
こ
と
は
置
い
て
お
い
て
、
な
ぜ
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
必
要
で
、
地
域
社
会
に
ど
う
メ
リ
ッ
ト
や
影

響
が
あ
る
の
か
知
り
た
い
。

是
非
、
続
い
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
神
社
の
神
輿
は
か
き

手
が
減
り
つ
つ
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
新
興
住
宅
の
人
間
は

是
非
活
用
す
べ
き
。
実
家
の
ほ
う
の
兵
主
祭
り
も
人
が
お

ら
ず
、
か
き
番
の
地
区
が
五
年
周
期
で
回
っ
て
た
が
、
地

区
合
同
で
人
確
保
に
し
き
た
り
変
更
で
対
応
し
た
と
聞

く
。
柔
軟
対
応
し
な
い
と
、
廃
れ
て
消
え
る
し
か
な
い
。

参
加
は
し
な
い
が
観
る
の
は
見
た
い
、
と
い
う
人
が
増
え

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

町
内
会
費
で
神
社
の
祭
礼
費
用
を
出
費
す
る
こ
と
が
違
法

か
ど
う
か
。
ま
つ
り
は
宗
教
行
事
か
。

人
が
往
来
す
る
地
域
力
の
向
上
に
は
、
祭
は
じ
め
、
人
が

集
ま
る
企
画
が
大
切
。

ま
つ
り
や
古
い
町
並
み
は
、
止
め
た
り
壊
し
た
ら
そ
れ
ま

で
。
地
域
の
大
切
な
歴
史
文
化
と
し
て
、
宝
と
し
て
、
次

世
代
へ
繋
げ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

以
上
、
二
件
目
の
回
答
入
力
で
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
草
津
学
区
二
十
五
町
内
会
で
一
番
高
齢
化
率
が

高
い
町
内
会
で
す
が
、
少
し
ず
つ
二
世
帯
、
三
世
帯
住
宅

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
小
学
生
以
下
0
人
の
最
悪
状
態
を

脱
し
、
現
在
は
小
中
学
生
が
三
人
、
来
年
は
小
一
生
が
二

人
増
え
る
予
定
で
す
。
こ
の
一
年
で
新
生
児
も
二
人
誕
生

し
ま
し
た
。

現
在
、
町
内
の
住
民
は
戦
前
戦
中
と
戦
後
世
代
が
丁
度
半

分
ず
つ
で
、
高
齢
化
に
よ
る
世
代
交
代
が
更
に
進
む
と
思

わ
れ
ま
す
。

昔
、
わ
た
し
が
子
ど
も
時
代
に
参
加
し
た
子
ど
も
神
輿
は

楽
し
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
る
。
今
の
子
ど
も
達
に
も
よ

り
多
く
参
加
で
き
る
も
の
に
な
る
と
い
い
な
ぁ
と
感
じ
ま

す
。

若
者
へ
の
情
宣
を
最
検
討
す
べ
き
。

い
ろ
ん
な
世
代
が
記
憶
の
中
で
の
思
い
出
と
し
て
残
る
よ

う
な
質
で
あ
れ
ば
や
る
と
い
い
と
思
う
。
各
自
治
体
参
加

者
数
な
ど
反
映
さ
れ
て
範
囲
を
増
や
す
な
ど
変
わ
れ
ば
い

い
と
思
う
。

子
供
が
少
な
く
な
っ
て
来
る
と
、
祭
り
を
続
け
て
行
こ
う

と
い
う
気
持
ち
も
だ
ん
だ
ん
と
萎
え
て
来
る
。

お
こ
な
い
…
神
社
の
行
事
…
田
舎
の
親
が
多
額
の
寄
付
を

し
、
代
々
行
っ
て
い
る
の
を
子
ど
も
な
が
ら
に
見
て
き
ま

し
た
。
今
の
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
思
う
反
面
、
な
に
も

な
く
な
る
の
は
寂
し
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
時
代
な
の
か

と
も
思
い
ま
す
。
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治
田
神
社
で
は
い
ま
で
は
数
少
な
い
「
山
の
神
」
の
神
事

で
「
蛇
綯
い
」
を
い
ま
も
継
承
し
て
い
ま
す
（
毎
年
一
月

第
二
日
曜
）。

地
域
が
纏
ま
る
き
っ
か
け
に
な
る
祭
り
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
特
に
今
の
時
代
だ
か
ら
尚
更
必
要
だ
と
思
う
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
の
大
切
な
入
り
口
で
あ
る
。
行
政
が

祭
り
運
営
に
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
当
自
治
体
は
六
世
帯
で
あ
り
そ
う

言
う
活
動
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

継
続
し
て
ほ
し
い
。

文
化
と
し
て
残
し
て
行
き
た
い
。

ま
つ
り
の
起
源
は
古
か
ら
そ
の
地
域
の
人
達
が
伝
え
て
き

た
が
、
住
人
は
入
れ
替
わ
り
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
も

少
な
く
な
っ
て
き
た
。
誰
で
も
参
加
し
易
い
ま
つ
り
の
催

行
、
見
て
楽
し
い
形
に
し
て
い
け
れ
ば
伝
統
文
化
の
継
承

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

自
治
会
組
織
の
崩
壊
が
近
隣
自
治
会
に
て
お
き
て
お
り
、

祭
礼
に
関
わ
っ
て
い
る
自
治
会
の
高
齢
化
。

仰
木
の
祭
は
な
ん
と
か
続
け
て
こ
ら
れ
た
が
、
近
隣
集
落

の
祭
は
コ
ロ
ナ
を
機
に
辞
め
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
多
く

残
念
に
思
う
。

自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
、そ
の
場
所
が
神
社
で
あ
っ
て
、

そ
の
感
謝
を
表
現
す
る
こ
と
こ
そ
が
「
ま
つ
り
ご
と
」
を

行
う
と
い
う
古
来
か
ら
伝
わ
る
日
本
固
有
の
文
化
。 

ま
つ
り
は
、
自
国
の
歴
史
を
正
し
く
学
ぶ
こ
と
に
他
な
ら

な
い
。

今
は
ニ
ュ
ー
ス
を
み
て
も
大
変
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
。

け
ど
、
し
ん
ど
い
。
事
務
手
続
き
等
が
。

子
供
に
取
っ
て
、
お
正
月
と
祭
り
は
一
番
の
楽
し
み
で
し

た
。

祭
だ
け
に
限
ら
ず
個
人
、
個
人
が
余
裕
が
な
く
日
々
忙
し

い
た
め
、
わ
ず
ら
わ
し
く
感
じ
、
後
ま
わ
し
に
な
っ
て
い

る
！

ど
の
町
を
見
て
も
コ
ロ
ナ
で
中
止
と
な
り
、
元
に
戻
そ
う

と
す
る
よ
う
に
見
受
け
る
。
地
域
の
氏
神
は
神
輿
に
乗
り

住
民
み
ん
な
に
元
気
か
、
頑
張
れ
よ
、
気
を
つ
け
て
ね
、

と
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
う
。

や
は
り
自
治
会
の
最
大
行
事
で
も
あ
り
派
手
に
す
る
必
要

は
無
い
が
、
現
状
を
維
持
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
機
会
。

地
域
の
行
事
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
小
規
模
で
も

継
続
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
う
。

時
代
が
変
わ
っ
も
時
代
に
あ
っ
た
方
法
で
続
け
て
欲
し

い
。

年
中
行
事
だ
が
人
手
不
足
が
課
題
。

少
子
高
齢
化
で
ど
こ
の
地
域
も
ま
つ
り
が
少
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
が
集
ま
れ
場
と
し
て
長

く
続
け
ら
れ
事
を
望
み
ま
す
。

資
金
が
あ
れ
ば
、
神
輿
等
製
作
し
、
盛
大
に
し
た
い
。

割
切
り
も
必
要
。

む
か
し
は
各
家
庭
で
提
灯
を
出
し
て
、
ご
馳
走
し
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、も
う
昔
の
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

時
代
に
合
わ
せ
た
も
の
に
変
え
て
行
く
べ
き
。

転
入
者
参
加
に
、
理
解
頂
け
な
い
。

保
存
会
会
長
の
立
場
と
し
て
、
み
ん
な
が
参
加
し
よ
う
と

い
う
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

第
二
章
　�

二
〇
二
五
年
度
　
文
化
・
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
滋
賀
の
提
言

二
〇
二
五
年
度　

文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
の
提
言
の

原
案二

〇
二
五
年
七
月
〜
八
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

と
、
二
度
開
催
し
た
「
文
化
・
経
済
サ
ロ
ン
」、
そ
し
て
「
文

化
ビ
ジ
ネ
ス
塾
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）」
を
実
施
し
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
し
て
、
二
〇
二
五
年
の
提
言
を
作
成
し
た
。

・
以
下
が
提
言
の
原
案
で
あ
る

令
和
八
年
（
二
〇
二
六
年
）

文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
「
提
言
」

近
江
の
ま
つ
り
の
今
と
こ
れ
か
ら

―
「
共
創
の
場
」
の
再
定
義　

地
域
文
化
と
し
て
の
ま

つ
り
の
継
承
に
向
け
て
―

は
じ
め
に　

�

混
迷
す
る
現
代
社
会
に
お
け
る
「
地
域
の

文
化
」
の
価
値

現
代
の
日
本
社
会
は
、
急
速
な
近
代
化
、
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
中
心
主
義
を
経
て
、
今
や
Ａ
Ｉ
技
術
の
飛
躍
的

発
展
と
い
う
波
の
中
に
揉
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
代
償
と

し
て
環
境
破
壊
、
人
間
性
の
欠
落
、
さ
ら
に
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
と
い
う
深
刻
な
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。
私
た
ち
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
豊
か
で
便
利
な

生
活
を
手
に
入
れ
た
一
方
で
、
自
ら
が
生
活
す
る
大
切

な
「
場
所
」
の
感
覚
や
、
他
者
と
の
深
い
絆
と
い
っ
た
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幸
せ
の
基
盤
を
見
失
い
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。こ

う
し
た
閉
塞
感
を
打
破
す
る
鍵
は
、
実
は
私
た
ち

が
暮
ら
す
「
地
域
社
会
」
に
あ
る
。
か
つ
て
、
柳
田
國

男
、
南
方
熊
楠
、
折
口
信
夫
ら
先
駆
的
な
民
俗
学
者
が
、

明
治
期
の
急
速
な
西
洋
化
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
日
本
人

が
本
来
持
っ
て
い
た
心
や
風
習
の
再
認
識
を
訴
え
た
精

神
を
、
今
こ
そ
再
評
価
す
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

今
回
の
提
言
で
は
、
文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀

と
し
て
の
視
点
に
立
ち
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で

あ
る
「
ま
つ
り
（
祭
礼
や
民
俗
行
事
）」
が
直
面
し
て

い
る
現
状
を
分
析
し
、
持
続
可
能
な
滋
賀
の
地
域
社
会

の
未
来
に
向
け
た
提
言
を
行
い
た
い
。

（
一
）�

日
本
の
「
ま
つ
り
」
が
果
た
す
精
神
的
・
社
会

的
機
能

古
来
、
日
本
の
「
ま
つ
り
」
と
は
単
な
る
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
や
観
光
行
事
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
日
本
人
の

精
神
構
造
、
自
然
観
、
そ
し
て
共
同
体
の
維
持
シ
ス
テ

ム
が
凝
縮
さ
れ
た
「
聖
な
る
秩
序
を
共
有
す
る
装
置
」

で
あ
る
。

民
俗
学
的
知
見
に
よ
れ
ば
、
ま
つ
り
は
「
日ケ常
」
と

「
非ハ

レ
日
常
」
を
切
り
替
え
る
重
要
な
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

柳
田
國
男
が
説
い
た
よ
う
に
、
絶
え
間
な
い
労
働
に

よ
っ
て
生
命
力
が
枯
渇
し
た
状
態
（
ケ
ガ
レ
＝
気
が
枯

れ
る
）
を
、
ま
つ
り
と
い
う
「
ハ
レ
」
の
場
で
神
と
共

食
（
直
会
）
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
填
す
る
こ
と
で
回

復
さ
せ
る
。
こ
れ
は
個
人
の
精
神
的
な
再
生
で
あ
る
と

同
時
に
、
地
域
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
持
続
を
担

保
す
る
不
可
欠
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
折
口
信
夫
は
ま
つ
り
の
核
心
を
、
外
部
か
ら

訪
れ
る
聖
な
る
存
在
「
マ
レ
ビ
ト
」
と
の
交
流
や
、
魂

を
活
性
化
さ
せ
る
「
た
ま
ふ
り
」
に
あ
る
と
し
た
。
さ

ら
に
構
造
主
義
的
視
点
に
立
て
ば
、
ま
つ
り
は
「
自
然

と
人
間
」「
聖
と
俗
」
と
い
っ
た
対
立
す
る
概
念
を
、

神
輿
の
巡
行
な
ど
を
通
じ
て
一
時
的
に
混
じ
り
合
わ

せ
、
混
沌
の
中
か
ら
日
常
の
「
秩
序
」
を
再
確
認
さ
せ

る
機
能
を
持
つ
。

社
会
的
な
側
面
で
は
、
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
の
「
贈

与
論
」
に
通
じ
る
互
酬
性
・
相
互
扶
助
の
確
認
の
場
で

も
あ
る
。
ま
つ
り
に
お
け
る
寄
付
や
奉
仕
は
、
目
に
見

え
な
い
絆
を
醸
成
し
、
精
神
的
身
体
的
健
康
や
他
者
と

の
関
係
性
な
ど
、
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
支
え
る
基

盤
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

（
二
）�
滋
賀
県
に
お
け
る「
ま
つ
り
」の
現
状
―
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
が
示
す
危
機
と
希
望
―

し
か
し
、
こ
う
し
た
深
遠
な
意
義
を
持
つ
近
江
の
ま

つ
り
が
、
い
ま
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
令

和
七
年
度
に
実
施
（
七
月
・
八
月
）
さ
れ
た
「
近
江
の

ま
つ
り
の
今
と
こ
れ
か
ら
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
回
答

数
一
〇
三
件
）
の
結
果
は
、
現
場
の
疲
弊
を
克
明
に
示

し
て
い
る
。

ま
ず
、
ま
つ
り
を
支
え
る
中
心
層
は
六
十
歳
代
が
半

数
を
占
め
て
お
り
、
次
世
代
へ
の
継
承
が
急
務
で
あ
る

こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
自
治
会
加
入
率
の
低
下
も
顕

著
で
あ
り
、
特
に
大
津
市
な
ど
の
都
市
部
や
新
興
住
宅

地
で
は
五
〇
〜
六
〇
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
特
筆
す
べ

き
は
、ま
つ
り
催
行
の
問
題
点
と
し
て
、資
金
不
足（
十

九
件
）
よ
り
も
圧
倒
的
に
「
人
手
不
足
（
七
十
一
件
）」

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、「
一
部
の
人

に
役
割
や
負
担
が
集
中
し
て
い
る
（
五
十
一
件
）」
と

い
う
現
状
が
あ
り
、
特
定
個
人
の
過
度
な
献
身
に
依
存

し
た
体
制
の
限
界
が
露
呈
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
は
地
域
の
伝
統
に
深
い
爪
痕
を

残
し
た
。
一
度
中
止
や
簡
略
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
神

事
や
芸
能
は
、
再
開
が
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

例
え
ば
、
地
蔵
盆
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
民
俗
行
事

は
、
二
〇
二
五
年
現
在
、
多
く
の
地
域
で
自
治
会
役
員

の
み
の
法
要
へ
と
縮
小
さ
れ
、
住
民
交
流
の
場
と
し
て

の
機
能
が
消
失
し
つ
つ
あ
る
。
一
度
「
ま
つ
り
」
を
省

略
す
る
方
向
に
舵
を
切
れ
ば
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
技
術

や
「
畏
敬
の
念
」
は
急
速
に
失
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
回
答
者
の
五
〇
％
が
「
地
域
の
大
切
な
行

事
で
、
今
後
も
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
え

が
え
の
な
い
も
の
」
と
回
答
し
て
お
り
、
困
難
な
状
況

下
に
あ
っ
て
も
、
ま
つ
り
を
地
域
の
誇
り
と
し
て
残
し

た
い
と
い
う
強
い
意
志
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。

�（
三
）�

持
続
可
能
な
継
承
に
向
け
た
「
ま
つ
り
の
再
定

義
（
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」

ま
つ
り
の
存
続
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
単

な
る
「
形
式
の
保
存
」
か
ら
脱
却
し
、
現
代
の
生
活
感
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覚
に
合
わ
せ
た
「
ま
つ
り
の
意
義
の
再
定
義
」
が
必
要

で
あ
る
。

①�
担
い
手
構
造
を
「
血
縁
・
地
縁
」
か
ら
「
系け

い

縁え
ん

」
へ

転
換

伝
統
的
な
「
氏
子
」
と
い
う
閉
鎖
的
な
枠
組
み
を
超

え
、
外
部
か
ら
の
「
関
係
人
口
」
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
外
国
人
を
含
む
）、
中
高
校
の
生
徒
、
大
学
生
、

専
門
学
校
生
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
な
ど
を
積
極
的
に

取
り
込
む
仕
組
み
作
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。
実
際
に
、

一
部
の
地
域
で
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

外
部
か
ら
の
資
金
調
達
や
、
他
地
域
の
自
治
会
と
の
協

力
に
よ
っ
て
担
ぎ
手
を
確
保
す
る
な
ど
、
新
し
い
共
助

の
形
が
芽
生
え
て
い
る
。

②�

「
保
存
」
に
固
執
せ
ず
「
変
容
」
を
許
容
す
る

戦
後
に
活
躍
し
た
民
俗
学
者
宮
本
常
一
が
説
い
た
よ

う
に
、
民
俗
文
化
は
生
活
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
っ
て

い
く
の
が
自
然
な
姿
で
あ
る
。
神
輿
の
担
ぎ
手
が
足
り

な
け
れ
ば
台
車
を
使
用
す
る
、
露
店
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
導
入
す
る
、
女
性
や
移
住
者
の
役
割
を
積
極
的
に
拡

大
す
る
な
ど
し
な
が
ら
も
、
最
も
大
切
な
行
事
を
残
す

た
め
に
、
時
代
に
あ
っ
た
「
生
き
て
い
る
文
化
」
と
し

て
ル
ー
ル
を
組
み
替
え
る
勇
気
が
求
め
ら
れ
る
。

③�

行
政
や
観
光
客
主
導
の
「
イ
ベ
ン
ト
」
で
は
な
く
、

住
民
の
「
当
事
者
意
識
」
を
持
つ

コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
断
は
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
伝

統
的
な
風
習
を
振
り
返
る
機
会
と
な
り
、結
果
と
し
て
、

形
式
的
な
儀
礼
の
み
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
最
も
大

切
な
、
み
ん
な
で
楽
し
む
行
事
が
、
人
々
の
接
触
の
機

会
を
無
く
す
と
い
う
目
的
の
も
と
に
、
中
止
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
中
に
は
、
形
だ
け
の
中
途
半
端
な
行
事
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
や
め
て
し
ま
う
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
つ
り
は
楽
し
く

盛
り
上
が
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
つ
り
に

関
わ
る
個
々
が
主
体
性
を
持
ち
、
何
よ
り
も
当
事
者
が

「
楽
し
む
」
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ

と
が
、
持
続
可
能
性
の
根
源
と
な
る
。

④�

「
畏
敬
の
念
」
の
再
考
、
ま
つ
り
の
本
質
を
共
有
す
る

日
本
の
ま
つ
り
の
本
質
は
、
自
然
の
恵
み
や
、
人
間

の
力
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
運
命
的
な
存
在
に
対
す

る
「
感
謝
」
と
「
敬
意
」
に
あ
る
。
効
率
や
合
理
性
の

み
を
追
求
し
、
す
べ
て
を
科
学
で
説
明
で
き
る
と
思
い

あ
が
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
こ
の
「
畏
敬
の
念
」
こ

そ
が
、
私
た
ち
の
傲
慢
さ
を
戒
め
、
他
者
や
自
然
と
共

に
謙
虚
に
生
き
る
た
め
の
指
針
と
な
る
。

戦
後
、
私
た
ち
が
物
質
的
な
豊
か
さ
を
追
い
求
め
る

過
程
で
置
き
去
り
に
し
て
き
た
「
日
本
の
心
」
を
、
ま

つ
り
と
い
う
体
験
を
通
じ
て
次
世
代
と
共
に
体
感
す
る

こ
と
。
大
人
た
ち
が
真
剣
に
祈
り
、
熱
狂
し
、
共
に
汗

を
流
す
姿
を
子
供
た
ち
に
見
せ
る
こ
と
。そ
れ
こ
そ
が
、

単
な
る
行
事
の
継
承
を
超
え
た
、
最
も
価
値
あ
る
「
地

域
文
化
の
伝
承
」
で
あ
る
。「
畏
敬
の
念
」
を
抱
き
、

地
域
の
暮
ら
し
を
慈
し
む
。
こ
の
シ
ン
プ
ル
で
、
最
も

大
切
な
心
の
あ
り
方
を
、
近
江
の
ま
つ
り
を
通
じ
て
次

の
世
代
へ
と
繋
い
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
と
め　

�

継
承
の
た
め
に
最
も
大
切
な
こ
と
―
「
共
創

の
場
」
を
つ
く
る

文
化
と
経
済
は
決
し
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。

地
域
の
文
化
的
な
豊
か
さ
が
住
民
の
誇
り
を
育
み
、
そ

の
誇
り
が
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
新
た
な
経
済
の
活
力

（
人
流
や
共
創
）
を
生
み
出
す
。

私
た
ち
は
、
近
江
の
地
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
ま

つ
り
」
を
、
過
去
の
貴
重
な
地
域
文
化
遺
産
と
し
て
守

り
、
繋
ぐ
だ
け
で
な
く
、
移
住
者
や
他
地
域
の
住
民
を

巻
き
込
み
、
時
代
に
合
わ
せ
た
変
容
を
受
け
入
れ
、
当

事
者
が
楽
し
む
仕
組
み
を
つ
く
り
、
そ
し
て
、
日
本
の

心
で
あ
る
「
畏
敬
の
念
」
を
後
世
へ
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
「
ま
つ
り
」
と
い
う
大
切
な
地

域
の
行
事
を
、
未
来
の
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
支
え

る
「
共
創
の
場
」
と
し
て
再
定
義
し
、
未
来
へ
と
繋
い

で
い
く
決
意
を
新
た
に
す
る
。「
共
創
の
場
」
と
は
、

企
業
、
行
政
、
大
学
、
各
種
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
個
人
な

ど
異
な
る
背
景
を
持
つ
人
々
が
境
界
を
超
え
て
集
ま
る

場
で
あ
り
、
多
様
な
人
々
が
、
人
口
減
少
や
環
境
、
防

災
な
ど
大
小
様
々
な
地
域
の
課
題
に
真
摯
に
向
き
合

い
、
解
決
に
向
け
て
動
き
出
す
機
会
と
な
る
。

あ
る
一
つ
の
地
域
で
暮
ら
す
人
々
は
、
職
業
や
家
族

構
成
、
趣
味
な
ど
全
く
異
な
っ
た
背
景
を
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
。
そ
う
い
う
個
性
的
な
人
々
が
、「
ま
つ
り
」
と

い
う
行
事
で
つ
な
が
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
有
機
的
な
共
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創
の
場
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
経
験

知
を
持
つ
人
々
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
生
ま
れ
、
同
時
に
多

様
な
人
々
が
お
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
で
濃
密
な
相
互

扶
助
の
仕
組
み
が
自
然
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
。

近
江
の
ま
つ
り
を
支
え
る
各
地
域
の
事
情
は
、
個
々

に
異
な
る
た
め
、
一
律
に
「
ま
つ
り
」
の
最
善
の
あ
り

方
を
提
案
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
、

積
極
的
に
「
ま
つ
り
」
の
あ
り
方
を
真
剣
に
考
え
る
時

が
来
て
い
る
。
地
域
に
暮
ら
す
人
々
が
当
事
者
と
な
っ

て
、「
ま
つ
り
」
を
こ
の
時
代
に
生
き
る
行
事
と
し
て

繋
げ
て
い
く
た
め
に
知
恵
を
絞
る
、
そ
の
こ
と
を
丁
寧

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
今
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

最
大
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
令
和
七
年
度
提
言
研
究
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀　

幹
事　

成
安
造
形
大

学 

芸
術
学
部 

教
授 

附
属
近
江
学
研
究
所
副
所
長　

加

藤
賢
治
）

二
〇
二
五
年
度　

文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
の
提
言
発
表

こ
の
提
言
を
、
二
〇
二
六
年
二
月
二
十
三
日
（
月
・
祝
）

の
文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
第
十
六
回
総
会
に
て
、
担

当
者
で
あ
る
筆
者
が
、「
ま
つ
り
」
写
真
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド

に
入
れ
て
、
滋
賀
県
立
芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

に
て
発
表
し
た
。

注
釈1

．	

文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
は
「
文
化
で
滋
賀
を
元
気
に
！
」

を
合
言
葉
に
、
産
官
学
民
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち

が
集
ま
り
発
足
し
た
会
員
制
の
団
体
。「
分
野
を
超
え
て
交
流

を
深
め
、
経
済
と
文
化
の
活
性
化
に
会
員
皆
様
の
お
力
を
お
借

り
し
、
文
化
の
薫
り
高
い
滋
賀
県
の
将
来
を
築
き
た
い
」
と
い

う
誓
い
を
も
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
文
化
で
滋
賀
を
元
気
に
！
」

す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

2
．	

第
一
回　

�

近
江
の
ま
つ
り
の
課
題
と
展
望
①
〈
近
江
の
ま
つ
り

の
今
と
こ
れ
か
ら　

大
津
祭
を
対
象
に
〉

	

日
時
：
令
和
七
年
七
月
九
日
（
水
）
十
四
時
か
ら
十
六
時

	

場
所
：
滋
賀
県
立
芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル
研
修
室

	

講
師
：
木
津
勝
氏
（
大
津
市
歴
史
博
物
館
副
館
長
）

	

船
橋
寛
明
氏
（
大
津
祭
曳
山
連
盟
理
事
長
）

	

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：�

加
藤
賢
治
（
成
安
造
形
大
学
副
学
長
、

文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
幹
事
）

	

第
二
回　

�

近
江
の
ま
つ
り
の
課
題
と
展
望
②
〈
近
江
の
ま
つ
り

の
今
と
こ
れ
か
ら　

鎮
守
の
神
の
ま
つ
り
の
今
と
こ

れ
か
ら
〉

	

日
時
：
令
和
七
年
九
月
十
七
日
（
水
）
十
四
時
か
ら
十
六
時

	

場
所
：
滋
賀
県
立
芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル
研
修
室

	

講
師
：
市
川
秀
之
氏
（
滋
賀
県
立
大
学 

教
授
）

	

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：�

加
藤
賢
治
（
成
安
造
形
大
学
副
学
長
、

文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀 

幹
事
）

3
．	

第
十
八
回
文
化
ビ
ジ
ネ
ス
塾
「
近
江
の
ま
つ
り
の
今
と
こ
れ
か

ら　

〜
地
域
文
化
と
経
済
の
好
循
環
を
目
指
し
て
〜
」

	

日
時
：�

令
和
七
年
十
一
月
三
日
（
月
・
祝
）
十
四
時
か
ら
十
六
時

	

場
所
：
滋
賀
県
立
文
化
産
業
交
流
会
館　

第
一
会
議
室

	

司
会
：�

高
梨
純
次
氏
（
公
益
財
団
法
人
秀
明
文
化
財
団 

理
事　

文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀 

幹
事
）

	

パ
ネ
ラ
ー
：
市
川
秀
之
（
滋
賀
県
立
大
学 

教
授
）

	

髙
橋
順
之
（
伊
吹
山
文
化
資
料
館 

学
芸
員
）

	

對
馬
佳
菜
子
（
地
域
文
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

	

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：�

加
藤
賢
治
（
成
安
造
形
大
学
副
学
長
、

ま
と
め

筆
者
は
、
近
江
で
宗
教
民
俗
を
研
究
す
る
中
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
民
俗
行
事
と
出
会
い
、
そ
こ
で
多
く
の
人
の
繋
が
り
を

眺
め
て
き
た
。
民
俗
行
事
は
、
そ
の
規
模
の
大
小
は
あ
れ
ど

も
、
個
人
が
一
人
で
完
結
す
る
も
の
は
一
つ
も
無
い
。
複
数

の
人
々
が
、
見
返
り
を
求
め
な
い
絶
対
的
な
奉
仕
の
気
持
ち

を
伴
っ
て
協
力
し
、
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
精
神

的
身
体
的
な
健
康
に
つ
な
が
る
「
拠
り
所
」
と
い
う
存
在
や
、

「
畏
敬
の
念
」と
い
う
大
切
な
要
素
を
伴
っ
て
い
る
。そ
し
て
、

そ
こ
に
し
か
存
在
し
な
い
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
地
域
文

化
が
見
ら
れ
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
大
切
に

守
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る
地
域
に

は
、
個
々
の
生
業
を
超
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
交
流
す
る

貴
重
な
「
共
創
の
場
」
で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
ま
つ
り
は
、
当
事
者
で
あ
る
そ
の

地
域
の
人
々
が
主
体
と
な
っ
て
、
楽
し
く
、
積
極
的
に
運
営

が
さ
れ
ね
ば
続
か
な
い
。第
三
者
で
あ
る
我
々
が
外
側
か
ら
、

「
大
切
な
行
事
な
の
で
続
け
て
ほ
し
い
」
と
ど
れ
だ
け
言
葉

を
重
ね
て
も
、
そ
の
存
続
に
何
の
効
力
も
無
い
。

し
か
し
、
我
々
民
俗
研
究
者
が
で
き
る
こ
と
は
、
可
能
な

限
り
丁
寧
に
ま
つ
り
や
民
俗
行
事
の
意
義
を
、
こ
と
あ
る
ご

と
に
現
場
で
語
り
続
け
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
そ
の
実
践

が
、
ど
こ
か
で
響
き
、
伝
統
継
承
の
少
し
で
も
助
け
に
な
れ

ば
と
思
う
の
で
あ
る
。
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文
化
・
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀 

幹
事
）

参
考
文
献

・『
ま
つ
り
は
守
れ
る
か　

―
無
形
の
民
俗
文
化
財
の
保
護
を
め
ぐ
っ
て
』

石
垣
悟
編
著　

八
千
代
出
版
株
式
会
社　

二
〇
二
二
年

・『
看
取
ら
れ
る
神
社　

―
変
わ
り
ゆ
く
聖
地
の
ゆ
く
え
』
嶋
田
奈
穂
子

著　
（
株
）
あ
い
り
出
版　

二
〇
二
四
年

・『
湖
国
と
文
化
』
一
六
八
号
「
特
集　

近
江
の
祭
り　

現
在
と
未
来
」（
公

財
）
び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団　

二
〇
一
九
年

・『
文
化
誌
「
近
江
学
」』
十
三
号　

祭
り
―
よ
り
ど
こ
ろ　

成
安
造
形
大

学
附
属
近
江
学
研
究
所
編　

サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
株
式
会
社　

二
〇
二
二

年
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「
近
江
の
懐
」
と
は
、
近
江
（
滋
賀
県
）
の
風
土
に
根
ざ
し
、

未
来
社
会
へ
向
け
て
も
の
づ
く
り
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
、
伝
統
の
継
承
な
ど
を
実
践
し
発
信
し
て
い
る
人
々
と
、

そ
れ
を
支
え
る
近
江
な
ら
で
は
の
風
土
や
地
域
社
会
の
つ
な

が
り
の
場
で
あ
る
。「
命
の
水
の
周
辺
に
あ
る
暮
ら
し
の
中

か
ら
活
き
づ
く
生な

り

業わ
い

」
そ
し
て
そ
の
「
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

手
技
や
精
神
」
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
主
に
近
江
（
滋
賀

県
）
の
主
要
な
街
道
沿
い
に
あ
る
宿
場
町
や
門
前
町
な
ど
を

訪
れ
、
そ
の
場
で
起
こ
る
独
特
の
魅
力
を
見
つ
け
出
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

二
〇
一
六
年
十
二
月
よ
り
滋
賀
県
文
化
振
興
事
業
団
（
二

〇
一
七
年
四
月
よ
り
び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団
）
が
発
行
す
る

「
湖
国
と
文
化
」
に
“
近
江
の
懐
”
と
題
し
て
近
江
の
宿
場

町
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
や
そ
こ
で
育
ま
れ
た
精
神
、
次
世

代
に
つ
な
げ
る
新
た
な
る
価
値
を
写
真
と
文
で
紹
介
す
る
機

会
を
あ
た
え
ら
れ
た
。
二
〇
二
六
年
一
月
現
在
ま
で
三
十
五

回
の
連
載
が
継
続
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
二
五
年
一
月
よ
り
二

〇
二
六
年
十
月
ま
で
第
三
十
二
回
か
ら
第
三
十
五
回
ま
で
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
文
を
可
能
な
限
り
残
し
、
近
江
学
研
究
所
紀
要

と
し
て
再
編
集
し
た
。

は
じ
め
に

九
回
目
と
な
る
「
近
江
の
懐
を
め
ぐ
る
」
研
究
に
取
り
組

ん
だ
二
〇
二
五
年
度
は
、
自
身
の
新
た
な
「
さ
ま
よ
い
」
が

始
ま
っ
た
一
年
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
話
は
少
し
そ
れ

る
が
最
近
、
テ
レ
ビ
視
聴
が
以
前
と
比
べ
億
劫
に
な
っ
て
き

た
気
が
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
世
代
の
私
の
家
で
は
い
つ
で
も

テ
レ
ビ
が
点
い
て
お
り
、
何
と
な
く
そ
の
場
を
賑
わ
す
存
在

で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
テ
レ
ビ
が
何
と
な
く
う
る
さ
く
感
じ
始

め
た
の
は
年
齢
の
せ
い
だ
ろ
う
か
、「
見
た
く
な
い
、
聞
き

た
く
な
い
」
と
思
う
こ
と
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
る
。
確
か

に
自
身
の
興
味
関
心
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
視
聴
し
た
け

れ
ば
い
つ
で
も
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
な
ど
か
ら
視
聴
で
き
る

時
代
に
な
っ
た
。
自
身
が
欲
す
る
情
報
や
コ
ン
テ
ン
ツ
は
検

索
し
な
く
と
も
「
こ
れ
で
し
ょ
！
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
目

の
前
に
提
示
さ
れ
る
。
気
を
抜
い
て
い
る
と
自
身
に
と
っ
て

好
都
合
と
思
わ
れ
る
情
報
を
い
つ
の
間
に
か
掴
ま
さ
れ
る
の

だ
。
一
方
で
二
〇
二
〇
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
、
自
然
災
害
、

気
候
変
動
、
戦
争
な
ど
様
々
な
社
会
課
題
と
対
峙
せ
ざ
る
を

得
な
い
日
常
で
あ
る
。
そ
ん
な
現
実
を
絶
え
ず
直
視
し
続
け

る
の
も
困
難
だ
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
一
人
で
考
え
、
堂
々

巡
り
を
続
け
急
速
回
転
す
る
社
会
の
渦
に
吸
い
込
ま
れ
て
い

き
そ
う
だ
。

近
江
の
先
人
た
ち
は
、
お
そ
ら
く
い
つ
の
時
代
も
渦
中
に

巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
り
つ
つ
も
、
湖
国
の
風
景
に
支
え
ら

れ
自
身
の
ス
タ
ン
ス
を
保
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像

す
る
。
隣
国
に
都
を
置
き
、
変
動
す
る
予
兆
を
感
じ
な
が
ら
、
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今
日
ま
で
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
持
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

二
〇
二
五
年
は
独
自
の
ス
タ
ン
ス
で
今
日
社
会
と
の
関
係
に

距
離
を
と
り
、
持
続
さ
せ
る
「
場
」
に
焦
点
を
当
て
た
。

は
じ
め
は
湖
西
、
比
良
山
系
の
麓
、
木
戸
地
区
に
位
置
す

る
カ
フ
ェ
に
迫
っ
た
。
長
ら
く
隣
国
の
都
で
カ
フ
ェ
文
化
を

牽
引
し
た
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
次
な
る
新
た
な
居
場
所
の
提
案

で
あ
る
。
琵
琶
湖
を
一
望
で
き
る
平
屋
の
古
民
家
を
、
地
元

に
移
住
し
た
若
手
建
築
家
と
手
入
れ
し
て
再
生
さ
せ
た
空
間

で
あ
る
。
次
に
訪
れ
た
の
は
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
知
ら

れ
る
高
島
市
大
溝
地
区
で
あ
る
。
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
街
並

み
で
あ
る
が
、
近
年
、
空
き
家
の
増
加
が
地
域
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
地
元
で
建
築
設
計
施
工
を
生
業
と
す
る
企
業
が
、

本
社
の
隣
の
空
き
家
を
そ
の
再
生
活
用
モ
デ
ル
と
し
て
提
案

す
る
試
み
に
着
目
し
た
。
年
に
一
度
地
域
で
開
催
さ
れ
る
マ

ル
シ
ェ
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
場
の
提
案
の
み
な
ら

ず
現
地
人
で
あ
り
当
事
者
と
し
て
、
関
わ
り
続
け
る
姿
勢
に

注
目
し
た
。
三
番
目
は
近
江
八
幡
を
拠
点
に
全
国
展
開
す
る

老
舗
菓
子
舗
の
新
た
な
試
み
で
あ
る
。
今
や
滋
賀
を
代
表
す

る
観
光
地
の
一
つ
と
な
っ
た
店
舗
は
、
地
域
の
風
土
と
一
体

と
な
り
、
生
業
を
通
し
て
あ
る
べ
き
未
来
社
会
像
を
提
案
し

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
前
編
で
は
店
内
を
彩
る
茶ち

ゃ

花ば
な

の

制
作
現
場
か
ら
背
景
に
あ
る
八
幡
山
と
の
景
観
形
成
ま
で
の

試
み
を
、
そ
れ
が
老
舗
菓
子
舗
を
支
え
る
精
神
性
で
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
た
。
後
編
で
は
敷
地
内
で
始
ま
っ
た
有
機
農
法

の
試
み
か
ら
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
を
目
指
す

姿
を
、
生
業
と
研
究
の
実
践
と
両
立
、
そ
の
ト
ラ
イ
ア
ン
ド

エ
ラ
ー
の
現
場
に
着
目
し
た
。
老
舗
菓
子
舗
が
、
地
域
と
共

に
歩
む
未
来
社
会
を
見
据
え
、
そ
れ
を
築
く
た
め
の
準
備
と

捉
え
た
。

二
〇
二
五
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
を
場
所
の
特
異
な

事
象
と
背
景
に
あ
る
現
地
人
の
活
躍
を
意
味
す
る
も
の
と
し

た
。
土
地
（
場
所
）
の
特
性
、
条
件
に
よ
っ
て
臨
機
応
変
に

対
応
す
る
人
々
の
気
質
に
加
え
、
そ
の
態
度
や
姿
勢
、
責
任

感
を
描
写
し
た
。

一
、
新
し
い
居
場
所

逃
げ
込
む
場
所
、
隠
れ
る
場
所
、
少
し
の
間
だ
け
関
係
を

断
つ
場
所
は
必
要
で
あ
る
。
思
い
返
し
て
み
る
と
小
学
生
く

ら
い
か
ら
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
場
所
を
い
つ
で
も
探
し
て
い

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
家
か
ら
、
学
校
か
ら
、
仕
事
場
か
ら
、

人
間
関
係
か
ら
、
社
会
か
ら
…
。
誰
か
に
教
え
て
も
ら
う
わ

け
で
な
く
自
然
に
や
っ
て
い
た
こ
と
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な

居
場
所
を
ど
れ
だ
け
持
っ
て
い
る
か
が
窮
屈
な
社
会
を
生
き

抜
く
術
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
自
転
車
に
乗
る

行
為
も
移
動
は
し
て
い
る
が
乗
っ
て
い
る
時
間
が
居
場
所
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
最
中
に
新
た
な
居
場
所
を
発
見
す

る
こ
と
が
多
い
の
も
自
身
が
「
逃
避
モ
ー
ド
」
に
入
っ
て
い

る
と
言
え
る
。
自
宅
か
ら
北
へ
琵
琶
湖
を
右
手
に
見
な
が
ら

一
時
間
ほ
ど
走
っ
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
休
憩
が
し
た
く
な

る
頃
に
現
れ
る
居
場
所
を
紹
介
し
た
い
。

Ｄ
ｏ
ｊ
ｉ
（
ド
ジ
）

Ｊ
Ｒ
湖
西
線
蓬
莱
駅
あ
た
り
か
ら
湖
岸
を
走
る
道
が
あ

る
。
守
山
大
津
志
賀
自
転
車
道
線
と
い
う
名
前
の
通
り
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
ぴ
っ
た
り
な
道
で
あ
る
。
左
か
ら
正
面
に
比
良

の
稜
線
を
仰
ぎ
見
、
右
手
は
琵
琶
湖
の
水
平
線
が
広
が
る
。

少
し
走
る
と
木
戸
川
と
交
差
す
る
橋
を
渡
っ
て
山
の
方
へ
、

木
戸
川
沿
い
の
林
道
を
走
り
、
国
道
を
越
え
て
少
し
登
っ
た

傾
斜
地
右
手
に
小
振
り
の
平
屋
が
見
え
る
。
琵
琶
湖
側
は
全

て
ガ
ラ
ス
面
に
な
っ
て
お
り
、眺
め
の
良
さ
が
想
像
で
き
る
。

こ
の
近
く
で
下
宿
生
活
す
る
学
生
の
話
の
断
片
に
登
場
し
た

の
が
こ
の
カ
フ
ェ
な
の
で
あ
る
。「
最
近
で
き
た
ド
ジ
っ
て

い
う
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
そ
の
向
こ
う
に
…
。」

私
は
そ
の
「
ド
ジ
」
の
音
に
直
ぐ
に
反
応
し
た
。
九
十
年

代
京
都
で
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
頃
、
課
題
や
制
作
に
集

中
で
き
ず
逃
げ
る
よ
う
に
入
り
こ
む
カ
フ
ェ
。
中
で
も
少
し

気
取
っ
て
特
別
に
行
く
場
所
で
あ
っ
た
。
京
都
北
山
、
加
茂

川
近
く
に
位
置
す
る
当
時
の
呼
び
名
「D

oji-house

」
で
あ

る
。
そ
こ
は
普
通
の
喫
茶
店
と
は
違
い
、
建
築
、
植
生
、
内

装
、
家
具
、
器
に
至
る
ま
で
店
主
の
こ
だ
わ
り
が
発
揮
さ
れ

た
空
間
（「D

oji-style

」）
だ
っ
た
。
扉
を
開
け
る
と
大
き

な
テ
ー
ブ
ル
が
目
に
入
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
は
色
と
り
ど
り

の
フ
ル
ー
ツ
が
ど
さ
っ
と
並
べ
ら
れ
、
華
や
か
な
気
分
で
迎

え
て
く
れ
る
。
そ
し
て
西
欧
製
だ
ろ
う
か
ク
ラ
シ
カ
ル
な

テ
ー
ブ
ル
席
や
バ
リ
製
の
無
骨
で
不
思
議
な
形
の
テ
ー
ブ
ル

席
な
ど
、
様
々
な
席
か
ら
選
び
だ
し
「
ス
ッ
！
」
と
腰
を
か

け
る
の
だ
。工
夫
を
凝
ら
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
人
々
を
喜
ば
せ
、

何
か
ワ
ク
ワ
ク
す
る
場
所
で
あ
り
つ
つ
も
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
だ
。
そ
の
空
間
で
お
茶
を
飲
み
、
背
伸
び
し
た
自
分
に
酔

い
し
れ
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。

「
も
し
や
！
」
と
思
い
つ
つ
も
当
時
の
匂
い
が
プ
ン
プ
ン

漂
う
。
平
屋
の
扉
を
開
け
る
と
、
や
は
り
見
覚
え
の
あ
る
人

が
仕
事
を
し
て
い
る
。
木
製
の
大
き
な
カ
ウ
ン
タ
ー
席
は
形
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を
変
え
て
健
在
だ
。「
お
好
き
な
席
へ
」
と
導
か
れ
、
琵
琶

湖
が
見
え
る
大
窓
を
前
に
デ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
で
あ
ろ
う
か
モ

ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
椅
子
に
腰
か
け
た
。
水
平
線
の
向
こ
う
に

見
え
る
三
上
山
か
ら
湖
面
を
経
由
し
て
比
叡
比
良
の
山
並
み

を
一
望
し
つ
つ
、「
あ
の
Ｄ
ｏ
ｊ
ｉ
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
よ

み
が
え
っ
て
る
や
ん
か
！
」
と
心
で
叫
ん
だ
。
コ
ー
ヒ
ー
を

注
文
す
る
と
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
北
山
の
店
に
…
？
」
と
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
。「
ハ
イ
ッ
！
」
と
即
答
、
そ
れ
か
ら

は
我
慢
で
き
ず
に
思
い
出
話
を
こ
ち
ら
か
ら
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
日
は
興
奮
状
態
で
一
旦
帰
途
。
以
後
季
節
の
変
わ

り
目
に
何
度
か
訪
れ
、
二
〇
二
四
年
の
年
末
に
改
め
て
取
材

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。

Ｄ
ｏ
ｊ
ｉ
店
主
の
宮み

や

野の

堂ど
う

治じ

郎ろ
う

さ
ん
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
み

ど
り
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
二
〇
二
三
年
四

月
に
開
店
、
以
前
は
別
の
オ
ー
ナ
ー
が
こ
こ
で
カ
フ
ェ
を
営

ん
で
い
た
そ
う
だ
。
前
回
「
や
り
す
ぎ
な
い
古
民
家
再
生
」

を
紹
介
し
た
が
そ
の
続
編
に
な
り
そ
う
だ
。
宮
野
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
る
に
は
こ
の
「
大
テ
ー
ブ
ル
の
設
置
と
床
の
変
更

く
ら
い
で
す
」と
。も
う
一
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
ビ
ン
テ
ー

ジ
も
の
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
家
具
、
雑
貨
な
ど
の
買
付
け
、

顧
客
依
頼
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
空
間
イ
メ
ー
ジ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
も
行
っ
て
い
る
。
店
内
は
バ
リ
の
も
の
、
和
物
、
欧
米
製

の
家
具
、
雑
貨
の
組
み
合
わ
せ
が
絶
妙
で
あ
る
。
以
前
の

「D
oji-style

」
健
在
と
で
も
表
現
し
よ
う
か
宮
野
さ
ん
の
セ

ン
ス
が
近
江
の
鄙ひ

な

美び

と
組
み
合
わ
さ
っ
て
独
自
の
世
界
観
を

作
っ
て
い
る
。
極
め
つ
け
は
ト
イ
レ
だ
。
奥
の
方
に
大
き
な

観
音
開
き
の
扉
が
見
え
る
。
そ
こ
を
開
け
る
と
コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
の
眩
し
い
部
屋
が
見
え
た
。
四
角
い
洗
面
台
か
ら
続
く

排
水
経
路
も
面
白
い
。

さ
て
、
冷
静
に
な
っ
て
そ
の
経
緯
を
聞
く
と
北
山
の
お
店

は
二
〇
一
〇
年
十
二
月
に
閉
店
、
そ
れ
か
ら
三
年
程
、
伊
勢
、

丹
後
な
ど
次
の
場
所
を
探
し
て
お
ら
れ
た
そ
う
だ
。
バ
リ
で

イ
タ
リ
ア
料
理
の
シ
ェ
フ
夫
婦
と
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
フ
ェ
を
開

店
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
休
憩
期
間
を
経
て
十

年
前
に
こ
の
辺
り
に
移
住
。「
住
ま
い
は
湖
岸
で
、店
は
山
で
」

と
い
う
構
想
で
二
〇
一
七
年
頃
、
琵
琶
湖
の
見
え
る
場
所
を

探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
の
場
所
に
た
ど
り
着
い
た
。
決
断

後
、
店
舗
の
近
く
に
鎮
座
す
る
樹
下
神
社
で
お
参
り
を
し
た

と
こ
ろ
、
私
と
同
じ
く
北
山
の
「D

oji-house

」
を
居
場
所

と
し
て
い
た
客
で
、
数
年
前
に
こ
の
辺
り
に
移
住
し
た
建
築

家
岡お

か

山や
ま

泰ひ
ろ

士し

さ
ん
と
再
会
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
話
は

と
ん
と
ん
拍
子
に
進
ん
で
い
っ
た
。
岡
山
さ
ん
に
よ
っ
て
図

面
が
引
き
直
さ
れ
、
古
民
家
の
魅
力
を
活
か
し
、
床
と
ビ
ン

テ
ー
ジ
チ
ー
ク
材
の
テ
ー
ブ
ル
の
新
設
に
留
め
た
新
生
「
Ｄ

ｏ
ｊ
ｉ
」
が
生
ま
れ
た
。

そ
の
名
は
「
ド
ジ
な
僕
ら
」
と
堂
治
郎
さ
ん
の
名
前
が
か

か
っ
て
い
る
。
店
を
出
る
時
に
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
こ
の
扉
？
」

と
つ
ぶ
や
く
と
「
そ
う
！
北
山
の
時
の
を
使
っ
て
ま
す
よ
」

と
堂
治
郎
さ
ん
。
い
た
だ
い
た
コ
ー
ヒ
ー
の
黄
色
い
カ
ッ
プ

ア
ン
ド
ソ
ー
サ
ー
も
北
山
の
時
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
た
。

写真 6 宮野堂治郎さんとみどりさん、岡山泰士さん（左）
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二
、
新
し
い
居
場
所 

二

居
場
所
の
定
義
は
難
し
い
。
逃
げ
込
む
場
所
、
隠
れ
る
場

所
、
少
し
の
間
だ
け
関
係
を
断
つ
場
所
な
ど
と
書
い
て
は
み

た
が
、
そ
れ
で
カ
バ
ー
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
否
、
や
は

り
誰
か
と
何
か
を
共
有
で
き
る
場
所
こ
そ
が
居
場
所
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
の
だ
。
一

瞬
の
間
、
退
避
し
な
が
ら
も
、
そ
の
場
に
一
人
で
居
よ
う
が

誰
か
を
意
識
し
、
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
或
い
は
そ

こ
か
ら
戻
れ
る
場
所
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一
時
の
居
場
所
が

成
立
す
る
と
考
え
る
。
カ
フ
ェ
で
も
本
屋
で
も
休
憩
所
で
も

な
い
、
目
的
を
共
有
し
、
方
向
性
を
想
像
し
、
関
係
を
つ
く

る
場
、
そ
ん
な
新
し
い
居
場
所
を
見
て
い
き
た
い
。

R
in T

akashim
a （

リ
ン 

タ
カ
シ
マ
）

ま
た
し
て
も
学
生
に
導
か
れ
て
た
ど
り
着
い
た
場
所
で
あ

る
。
二
〇
二
四
年
十
月
末
の
休
日
、
湖
西
線
近
江
高
島
駅
を
下

車
し
て
街
中
へ
、
大
溝
陣
屋
総
門
を
拠
点
に
住
民
が
企
画
す
る

“
大
溝
ま
ち
づ
く
り
マ
ル
シ
ェ
”
と
、
こ
の
地
で
建
築
設
計
施

工
か
ら
空
き
家
再
生
ま
で
総
合
的
に
取
り
組
む
株
式
会
社
澤
村

（
以
下SA

W
A

M
URA

）
が
企
画
す
る
“SA

W
A

M
URA

マ

ル
シ
ェ
”
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
て

い
た
。
駅
か
ら
北
東
方
面
へ
高
架
沿
い
に
少
し
歩
く
と
、

SA
W

A
M

U
RA

本
社
が
見
え
る
が
、
そ
の
隣
に
あ
る
元
自

転
車
屋
さ
ん
が
今
回
の
居
場
所
だ
。
軒
先
の
看
板
は
「
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
自
転
車
」の
表
示
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、

店
先
に
は
「
作
業
着
を
着
た
大
将
」
で
は
な
く
、
な
ん
と
も

良
い
匂
い
を
漂
わ
せ
、
丁
寧
に
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
人
が
い

る
。
チ
ラ
ッ
と
建
物
の
中
を
見
る
と
「
修
理
中
の
自
転
車
や

工
具
が
並
び
」
で
は
な
く
、
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に
コ
ー
ヒ
ー

豆
が
並
び
、
壁
際
に
書
棚
が
設
置
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
な
雰
囲

気
が
垣
間
見
え
た
。
そ
の
日
は
浅
煎
り
の
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文

し
、
ス
ッ
キ
リ
し
た
味
わ
い
を
楽
し
み
な
が
ら
退
散
し
た
。

二
〇
二
四
年
十
一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ベ
ー
ス
「Rin T

akashim
a

」
を
紹
介
す
る
。

二
〇
二
五
年
四
月
末
、
自
転
車
屋
跡
地
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
総
合
設
計
会
社SA

W
A

M
U

RA

の
代
表
取
締
役
、
澤さ

わ

村む
ら

幸こ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
と
住
環
境
事
業
部
設
計
担
当
の
石い

し

原は
ら

由ゆ

貴き

さ

ん
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
は
澤
村
さ
ん
か
ら
場
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
、
理
念

を
お
聞
き
し
た
。
本
社
の
隣
に
あ
る
こ
と
か
ら
社
の
リ

フ
ォ
ー
ム
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
計
画
し
て
い
た
が
そ
れ
だ
け

で
は
面
白
く
な
い
と
考
え
て
い
た
そ
う
だ
。
こ
こ
は
街
の
自

転
車
屋
さ
ん
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
修
理
や

空
気
入
れ
な
ど
街
の
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
で

あ
っ
た
。
そ
の
姿
を
新
し
い
か
た
ち
で
具
体
化
し
た
い
と
考

え
、
自
社
だ
け
で
運
営
す
る
の
で
は
な
く
誰
か
と
共
創
し
な

が
ら
場
を
醸
成
さ
せ
よ
う
と
考
え
つ
い
た
。
高
島
市
に
は
こ

の
地
に
魅
力
を
感
じ
て
近
年
移
住
し
て
く
る
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
増
え
て
い
る
。
次
に
住
み
易
さ
に
加
え

環
境
の
良
さ
か
ら
興
味
関
心
を
持
ち
注
目
す
る
人
も
増
え
て

い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
自
身
も
含
め
た
現
地
人
だ
。「
こ
の

三
種
類
の
人
々
が
点
在
す
る
中
、
線
で
つ
な
が
り
面
で
広
が

る
場
に
し
た
い
」
と
澤
村
氏
は
熱
く
語
る
。
ま
ず
は
「
つ
な

が
り
づ
く
り
」
の
場
と
し
て
京
都
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
企
画
に
携
わ
る
「
ケ
ノ
ビ
株
式
会
社
」
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
。
企
画
も
自
社
の
み
で
進
め
ず
立
ち

位
置
の
違
う
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
共
創
が
面
白
い
。
ま

た
、
そ
こ
に
は
珈
琲
焙
煎
の
「
株
式
会
社
タ
ビ
ノ
ネ
」
が
加

わ
り
、
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
仕
組
み
も
興
味
深
い
。

次
に
具
体
的
な
空
間
づ
く
り
に
つ
い
て
石
原
さ
ん
か
ら
お

話
を
伺
っ
た
。
ま
ず
は
一
階
玄
関
の
土
間
空
間
に
あ
る
コ
ー

ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
「M

A
M

EBA
CO

」
で
あ
る
。
こ
こ
に
立

ち
寄
る
度
に
必
ず
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
し
て
し
ま
う
。
一
杯
ず

つ
丁
寧
に
淹
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
や
挽
き
た
て
の
味
は
、

何
と
な
く
急
ぎ
気
味
で
浅
い
呼
吸
の
自
分
を
落
ち
着
か
せ
て

く
れ
る
。
入
っ
て
右
側
に
は
書
棚
が
玄
関
か
ら
奥
ま
で
連

な
っ
て
い
る
。
コ
ー
ヒ
ー
片
手
に
本
を
見
な
が
ら
気
づ
け
ば

奥
の
空
間
に
入
り
込
ん
で
い
る
。「
既
存
の
店
舗
と
住
居
の

仕
切
り
を
取
り
除
い
て
こ
の
空
間
全
体
の
魅
力
を
感
じ
て
欲

し
い
の
で
す
」
と
石
原
さ
ん
は
語
る
。
見
上
げ
れ
ば
柱
や
梁

は
そ
の
ま
ま
残
し
、
塗
料
の
ベ
ン
ガ
ラ
色
も
残
し
て
い
る
。

写真 9 見覚えのある扉

写真 8 バリのテーブルとコーヒー 写真 7 極め付けの居場所（トイレ）
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書
棚
と
反
対
側
に
は
一
段
上
が
っ
て
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
「LO

CA
L N

O
M

A
D

」
が
あ
り
、
三
角
形
の
テ
ー
ブ
ル

と
椅
子
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
そ
の

テ
ー
ブ
ル
を
合
体
さ
せ
て
始
ま
っ
た
。
会
議
体
の
人
数
に

よ
っ
て
大
き
さ
を
変
え
ら
れ
る
仕
様
だ
。
さ
ら
に
は
新
調
し

た
壁
材
は
素
材
感
を
残
し
丁
寧
に
貼
り
合
わ
せ
る
な
ど
、
化

粧
板
や
余
計
な
材
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て

い
る
。
場
所
に
よ
っ
て
は
土
壁
が
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
高
島

の
古
民
家
に
残
る
魅
力
が
引
き
立
つ
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

る
。
タ
ビ
ノ
ネ
とSA

W
A

M
U

RA
、
デ
ザ
イ
ン
と
設
計
施

工
、
双
方
の
大
切
に
思
う
価
値
の
融
合
が
こ
こ
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
書
棚
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
土
間
も
一
段
上
が
っ

て
お
り
、
よ
く
見
る
と
店
先
の
窓
を
突
き
抜
け
て
エ
ン
ド
は

円
形
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
内
と
外
を
つ
な
げ
る

要
素
の
一
つ
だ
。
コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
の
後
ろ
側
に
は
天
井

か
ら
キ
ラ
キ
ラ
し
た
透
け
る
素
材
が
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
は
中
に
入
っ
た
時
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
欲
し
か
っ

た
の
で
す
。」
と
石
原
さ
ん
。
さ
ら
に
見
上
げ
る
と
高
島
ち

ぢ
み
が
生
地
の
ま
ま
暖
簾
の
よ
う
に
数
枚
吊
る
さ
れ
、
時
折

入
る
風
で
揺
れ
て
い
て
、
玄
関
左
側
に
は
外
に
突
き
出
た
階

段
が
あ
り
、
中
二
階
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
つ
な
が
る
。

こ
の
場
をSA

W
A

M
U

RA

だ
け
で
つ
く
っ
て
し
ま
わ
ず

に
様
々
な
人
と
関
わ
り
な
が
ら
つ
く
ろ
う
と
す
る
澤
村
さ
ん

の
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
様
々
な
業
態
、
職
種
と
の
共
創

か
ら
若
手
社
員
が
積
極
的
に
発
言
し
て
仕
事
が
で
き
る
場
づ

く
り
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
空
気
感
が
様
々
な

人
を
こ
の
場
に
招
き
入
れ
る
共
創
の
た
め
の
新
た
な
居
場
所

と
な
っ
て
い
る
の
だ
。「
Ｒ
ｉ
ｎ
」
は
自
転
車
の
「
輪
」
か

ら
新
た
な
「
わ
」
つ
な
が
り
を
意
味
し
て
い
る
。

写真 16 内と外をつなぐ土間

写真 13 コワーキングスペース「LOCAL NOMAD」 写真 11 ブリヂストン自転車の看板を残す Rin の玄関

写真 15 高島ちぢみが揺れる空間

写真 10 大溝の新しい居場所「Rin Takashima」写真 12 コーヒースタンド「MAMEBACO」

写真 14 中二階のショールーム

写真 17 内と外をつなぐ階段

写真 18 右から澤村さん、石原さん、和田さん
（ブランドコミュニケーション課）
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三
、
新
し
い
フ
ァ
ー
ム

近
江
八
幡
は
「
近
江
の
懐
」
の
最
深
部
と
言
っ
て
い
い
だ

ろ
う
。

朝
鮮
人
街
道
（
県
道
二
号
）
を
北
上
し
て
白
鳥
川
を
渡
っ

た
小
船
木
橋
交
差
点
よ
り
、
湖
岸
方
面
へ
少
し
進
む
と
突
如

と
し
て
斜
め
方
向
の
道
が
現
れ
る
。
本
願
寺
八
幡
別
院
へ
と

続
く
こ
の
道
は
朝
鮮
通
信
使
を
手
厚
く
歓
迎
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
こ
の
道
の
始
ま
り
は
安
土
城
築
城
の
際
に
信
長
が

京
ま
で
の
道
を
結
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。
近
江
は
街
道
の
国
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
地
に
様
々
な
人
、

物
資
、
情
報
が
集
約
し
、
い
つ
の
時
代
も
次
代
の
予
見
を
想

像
で
き
る
場
所
と
言
え
る
。

株
式
会
社
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム

こ
の
地
を
象
徴
す
る
八
幡
山
の
麓
に
山
か
ら
田
畑
へ
と
つ

な
が
る
よ
う
に
佇
む
老
舗
菓
子
舗
た
ね
や
と
ク
ラ
ブ
ハ
リ
エ

の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
店「
ラ 

コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡
」が
あ
る
。

二
〇
一
五
年
に
開
店
し
て
以
来
、
滋
賀
県
を
代
表
す
る
観
光

地
の
一
つ
と
な
っ
た
。
お
菓
子
を
「
食
す
」
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
通
じ
て
土
地
（
場
所
）
の
歴
史
や
空
気
感
を
表
現
で

き
、
お
菓
子
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
何
か
を
伝
え
て
い
る
。
そ

の
特
徴
は
自
然
の
素
材
を
中
心
と
し
た
建
材
で
施
さ
れ
た
建

築
、
空
間
に
見
て
と
れ
る
。
そ
の
代
表
が
屋
根
を
緑
で
覆
い

尽
く
し
た
メ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「
草
屋
根
」
だ
。
こ
こ
を
潜
り

抜
け
る
と
正
面
に
田
ん
ぼ
が
広
が
り
右
手
に
銅
葺
屋
根
の
本

社
が
見
え
る
。
姿
形
は
新
し
い
が
ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
不
思
議
な
感
覚
に
陥
る
。
整
え
過
ぎ
ず

野
放
し
に
し
な
い
庭
、
景
観
で
迎
え
入
れ
る
こ
の
感
じ
は
何

な
の
か
。
た
ね
や
グ
ル
ー
プ
広
報
室
の
黒く

ろ

川か
わ

志し

歩ほ

さ
ん
に
案

内
し
て
い
た
だ
い
た
。

た
ね
や
グ
ル
ー
プ
は
お
菓
子
の
製
造
販
売
か
ら
、
そ
の
背

景
に
あ
る
環
境
、
食
、
暮
ら
し
な
ど
近
江
を
舞
台
に
未
来
社

会
の
在
り
方
の
新
た
な
提
案
、
挑
戦
を
し
て
き
た
企
業
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
創
業
は
一
八
七
二
年
、
地
域
の
人
々
が
前
身

の
商
い
か
ら
「
た
ね
や
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
始
ま
る
。
畦
道

を
歩
き
棚
田
の
あ
る
小
高
い
丘
を
抜
け
る
小
道
を
進
む
と

木
々
の
間
に
湾
曲
し
た
平
屋
が
見
え
て
き
た
。
こ
の
屋
根
も

一
面
、
草
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
よ
り
「
た
ね
や

農
藝
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
核
心
部
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

フ
ァ
ー
ム
」
だ
。
中
は
土
間
と
な
っ
て
お
り
中
央
に
水
場
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
草
花
の

手
入
れ
や
管
理
な
ど
各
々
が
作
業
を
進
め
て
い
た
。
奥
の
板

の
間
で
園
長
の
木き

村む
ら

千ち

鶴づ
る

さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
二

人
の
後
方
の
四
角
く
切
り
取
ら
れ
た
窓
枠
の
向
こ
う
、
色
濃

く
な
っ
て
い
く
緑
が
美
し
い
。「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム

は
名
誉
会
長
で
あ
っ
た
山や

ま

本も
と

徳と
く

次じ

が
、
仕
入
れ
る
よ
も
ぎ
の

加
工
工
場
を
訪
ね
た
時
、
マ
ス
ク
を
し
て
洗
浄
作
業
を
す
る

姿
を
目
に
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
」。
自
分
た
ち
が
口

に
す
る
（
販
売
す
る
）
も
の
が
ど
こ
で
ど
ん
な
ふ
う
に
つ
く

ら
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
材
料
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

地
を
表
現
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
ラ 
コ
リ
ー
ナ
が
建
つ
以

前
、
一
九
九
八
年
に
よ
も
ぎ
を
自
社
栽
培
す
る
「
た
ね
や
永

源
寺
農
園
」
が
設
立
。
続
い
て
二
〇
〇
三
年
に
は
愛
知
川
の

工
場
横
に
「
愛は

四し

季き

苑え
ん

」
が
設
立
し
、
各
店
舗
を
彩
る
茶
花

の
自
社
栽
培
が
始
ま
っ
た
。
里
山
や
野
原
に
自
生
す
る
季
節

の
草
木
や
花
な
ど
を
育
て
、
た
ね
や
の
思
い
描
く
近
江
の
自

然
を
表
現
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
よ
り
八
幡
山
の
森
と
ラ 

コ
リ
ー
ナ
の
景
観
の
一
体
化
を
夢
見
る
「
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
ま
る
。
そ
れ
は
十
万
本
の
植
樹
を
目
指
し

現
在
五
万
本
ま
で
達
成
し
て
い
る
。
木
村
さ
ん
よ
り
日
々
の

取
組
み
を
伺
っ
た
。
茶
花
づ
く
り
と
展
示
を
軸
に
据
え
、
有

機
農
法
に
よ
る
野
菜
や
米
づ
く
り
、
八
幡
山
と
の
つ
な
が
り

を
つ
く
る
景
観
管
理
、
野
草
（
在
来
種
）
の
管
理
、
昆
虫
の

生
態
系
回
復
、
お
菓
子
を
製
造
す
る
際
に
発
生
す
る
有
機
汚

泥
を
活
用
す
る
循
環
堆
肥
の
試
み
な
ど
、
仕
事
の
幅
が
広
が

り
話
は
営
み
へ
と
膨
ら
ん
で
い
く
。
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー

ム
の
す
べ
て
の
活
動
は
地
域
全
体
の
環
境
、
景
観
づ
く
り
の

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
気
付
い
た
。

さ
ら
に
話
は
近
江
八
幡
と
琵
琶
湖
を
つ
な
ぐ
水
郷
と
ヨ
シ

群
生
に
よ
る
文
化
継
承
に
移
っ
て
い
く
。
ヨ
シ
刈
り
か
ら
地

域
の
伝
統
で
あ
る
ヨ
シ
松
明
づ
く
り
へ
。
春
の
五
穀
豊
穣
を

祈
る
松
明
ま
つ
り
で
は
、
市
内
の
各
地
区
で
様
々
な
形
や
大

き
さ
の
松
明
が
揃
う
。
自
然
と
共
に
生
き
、
支
え
合
っ
て
き

た
地
の
民
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
文
化
で
あ
る
。
地
域
の
学
生

を
巻
き
込
み
一
緒
に
つ
く
る
な
ど
、
近
江
の
祭
と
銘
打
ち
ラ 

コ
リ
ー
ナ
内
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
こ
れ
は

地
域
伝
統
の
継
承
と
つ
な
が
り
の
学
び
が
一
体
化
し
て
い

る
。「
自
然
に
学
び
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
も
の
を
受
け

入
れ
る
こ
と
か
ら
か
な
」
と
木
村
園
長
。

ま
た
、
ラ 

コ
リ
ー
ナ
の
道
向
か
い
に
あ
る
田
ん
ぼ
に
て

他
社
企
業
や
大
学
と
一
緒
に
手
作
業
で
の
田
植
え
や
稲
刈
り

体
験
を
行
い
、
新
た
な
生
業
や
学
び
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ

て
い
る
。
黒
川
さ
ん
は
「
実
は
ラ 

コ
リ
ー
ナ
の
敷
地
内
に
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あ
る
田
ん
ぼ
で
は
、
入
社
二
年
目
の
社
員
全
員
が
こ
の
田
植

え
を
体
験
し
ま
す
！
」
と
話
さ
れ
た
。
こ
の
体
験
が
後
々
、

社
員
の
糧
と
な
る
よ
う
だ
。
自
分
た
ち
が
販
売
す
る
お
菓
子

の
原
材
料
が
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
る
か
、
お
客
様
に

対
し
て
身
を
も
っ
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
今
日
の

社
会
で
は
効
率
重
視
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
化
が
横
の
つ
な

が
り
を
見
え
に
く
く
し
て
い
る
。
生
産
か
ら
サ
ー
ビ
ス
、
さ

ら
に
は
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
留
ま
ら
な
い
目
的
の
提
案
が
こ
の

場
所
で
育
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。「
こ
の
経
験
が
あ
る
か

ら
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
同
じ
方
向
を
見
て
い

る
と
思
う
。」
と
木
村
園
長
。
こ
こ
に
辿
り
着
く
の
に
、
様
々

な
挑
戦
と
失
敗
を
し
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
も
の
づ
く
り

に
は
失
敗
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。
失
敗
を
恐
れ
、
失
敗
し
て

は
い
け
な
い
今
日
社
会
に
対
し
、
人
と
の
関
わ
り
、
自
然
と

の
関
わ
り
を
追
求
す
る
企
業
、
フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
か
ら
こ
そ

「
挑
戦
と
失
敗
の
最
先
端
」
を
歩
め
る
の
で
あ
ろ
う
。
二
〇

二
三
年
よ
り
農
芸
部
門
の
社
名
を
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム

と
し
た
。
お
菓
子
屋
さ
ん
の
農
場
を
意
味
し
て
い
る
。「
時

代
の
中
で
成
長
し
て
い
る
か
戻
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
で

す
ね
！
」
と
二
人
は
向
き
合
っ
た
。

四
、
続
・
新
し
い
フ
ァ
ー
ム

「
失
敗
は
成
功
の
も
と
！
」
と
何
度
も
親
か
ら
励
ま
さ
れ

た
こ
と
を
思
い
出
す
。

小
学
二
年
生
頃
で
あ
ろ
う
か
、
初
め
て
釣
り
道
具
を
手
に

し
た
の
だ
が
、
竿
、
釣
り
糸
、
ウ
キ
、
針
、
オ
モ
リ
な
ど
バ

ラ
バ
ラ
で
買
っ
て
も
ら
い
、
魚
釣
り
の
仕
掛
け
を
自
分
で
つ

く
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
悪
戦
苦
闘
し
て
仕
掛
け
を
作
っ
た
こ 写真 26 キャンディファームの中

写真 23 小道の向こうのキャンディファーム

写真 22 小道の向こうのキャンディファーム

写真 25 キャンディファームの中写真 27 キャンディーファームの入り口

写真 24 木村園長と黒川さん（広報）

写真 21 ラ コリーナ近江八幡内の田んぼ

写真 20 たねやを彩る茶花

写真 19 銅葺屋根の「たねや本社」
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と
を
思
い
出
す
。
便
利
な
初
心
者
セ
ッ
ト
は
販
売
さ
れ
て
い

た
が
、
必
要
な
も
の
だ
け
を
買
い
与
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
必

要
に
応
じ
て
自
分
の
小
遣
い
で
買
い
足
し
て
い
っ
た
記
憶
が

あ
る
。
竿
先
に
糸
を
結
び
つ
け
る
だ
け
で
も
最
初
は
時
間
を

か
け
て
や
っ
と
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
漸
く
仕
上

が
っ
た
仕
掛
け
を
釣
り
場
で
使
う
の
で
あ
る
が
、
竿
と
糸
の

バ
ラ
ン
ス
加
減
が
つ
か
め
ず
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
オ
マ
ツ
リ

（
糸
が
絡
ま
る
）
状
態
に
。
す
ぐ
さ
ま
現
場
で
仕
掛
け
を
作

り
直
す
の
だ
が
、
気
づ
け
ば
す
で
に
陽
が
落
ち
、
釣
り
ど
こ

ろ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
や
っ
て
何
度
か
釣
り
場
で
さ
ま
ざ

ま
な
失
敗
を
繰
り
返
し
、
魚
一
匹
を
釣
り
上
げ
る
の
に
半
年

は
か
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
振
り
返
る
と
、
魚
が
釣
れ

だ
す
頃
に
は
、
仕
掛
け
作
り
や
釣
り
場
の
見
定
め
、
段
取
り

な
ど
様
々
な
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

続
・
株
式
会
社
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム

さ
て
、
前
回
に
続
き
、
菓
子
舗
た
ね
や
・
ク
ラ
ブ
ハ
リ
エ

の
農
業
生
産
法
人
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム
を
再
見
し
た

い
。
前
回
取
材
時
に
炎
天
下
の
中
、
農
地
で
作
業
を
す
る
若

い
ス
タ
ッ
フ
が
い
た
。「
挑
戦
と
失
敗
の
最
先
端
」
と
い
う

締
め
で
終
わ
っ
た
が
、
正
に
そ
の
最
中
の
当
事
者
と
直
接
対

話
し
た
い
と
思
い
再
訪
し
た
。
そ
の
人
、
鬼き

海か
い

航こ
う

太た

さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
た
。
開
口
一
番
「
い
や
あ
、
ほ
と
ん
ど
失
敗
で

す
よ
！
」
と
苦
笑
い
し
な
が
ら
話
し
出
し
た
。
入
社
し
て
六

年
目
。
最
初
の
三
年
は
販
売
職
に
、
お
客
様
や
ス
タ
ッ
フ
と

対
話
し
な
が
ら
自
身
の
立
ち
位
置
を
知
る
。
そ
し
て
希
望
す

る
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム
に
配
属
さ
れ
現
在
に
至
る
。

東
京
の
農
大
で
昆
虫
を
研
究
対
象
と
す
る
バ
イ
オ
ミ
ミ
ク

リ
ー
（
生
物
模
倣
学
）
を
専
攻
し
て
い
た
。
研
究
の
一
つ
、

カ
ブ
ト
エ
ビ
農
法
は
雑
草
の
新
芽
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
除

草
効
果
が
期
待
で
き
る
の
だ
が
、
減
農
、
無
農
薬
で
の
稲
作

は
、
カ
ブ
ト
エ
ビ
の
生
息
を
見
る
こ
と
が
環
境
の
健
全
性
を

示
す
指
標
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
践
と
研
究
を
学

生
時
代
の
恩
師
と
、
近
江
八
幡
の
地
で
研
究
で
き
た
こ
と
が

「
お
菓
子
を
製
造
す
る
だ
け
の
企
業
で
は
無
い
！
」
と
、
た

ね
や
グ
ル
ー
プ
入
社
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
（
現
在
も
こ
こ

で
恩
師
と
共
に
大
学
と
企
業
の
共
同
研
究
が
持
続
し
て
い

る
）。入

社
し
て
す
ぐ
に
「
製
造
・
販
売
・
農
業
ま
で
あ
る
こ
の

会
社
で
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
極
め
よ
」
と
の
社
長
の
言

葉
が
今
で
も
精
神
の
下
支
え
に
な
っ
て
い
る
。
は
じ
め
の
経

験
と
し
て
、
ラ 

コ
リ
ー
ナ
内
の
園
路
舗
装
の
話
か
ら
始
ま

る
。
こ
れ
は
一
見
、
田
舎
の
畦
道
を
想
起
さ
せ
る
が
訪
れ
た

人
が
歩
き
や
す
く
且
つ
、
背
景
の
八
幡
山
と
の
景
観
が
考
慮

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
真ま

砂さ

土ど

が

絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
調
合
さ
れ
て
い
る
。
最
初
は
施
工
会
社

の
職
人
の
手
に
よ
り
整
地
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
自
分
た
ち

社
員
の
手
に
よ
り
修
繕
さ
れ
て
い
く
の
だ
。
土
や
水
の
分
量

が
多
い
と
崩
れ
や
す
く
な
る
な
ど
、
直
ぐ
に
上
手
く
い
く
わ

け
で
は
な
い
。
そ
の
日
の
湿
度
な
ど
に
も
影
響
さ
れ
、
日
々

面
倒
を
見
な
が
ら「
手
入
れ
」す
る
自
然
と
の
対
峙
が
始
ま
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
目
線
で
園
内
を
見
て
い
く
と
、
草

屋
根
の
雨
ど
い
や
柱
な
ど
至
る
と
こ
ろ
で
手
入
れ
が
日
々
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
逆
に
通
常
の
建
材
は
こ
れ
ら
の

経
験
値
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
で
安
価
、
効
率
が
よ
く

消
耗
品
の
取
替
が
効
く
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
そ

う
で
は
な
く
、わ
ざ
わ
ざ
面
倒
な
方
を
選
ん
で
い
る
と
こ
ろ
、

訪
れ
る
人
の
見
え
る
と
こ
ろ
で
日
々
作
業
を
行
う
と
こ
ろ
も

面
白
い
。
次
に
敷
地
内
の
田
ん
ぼ
で
実
証
を
行
う
ア
イ
ガ
モ

ロ
ボ
ッ
ト
の
話
で
あ
る
。
減
農
、
無
農
薬
の
稲
作
は
日
々
の

除
草
が
戦
い
の
メ
イ
ン
で
あ
る
。
ラ 

コ
リ
ー
ナ
で
の
ア
イ

ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
除
草
は
二
〇
二
四
年
か
ら
始
ま
っ

た
。
最
初
の
年
は
水
嵩
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
除

草
が
効
果
的
に
進
ま
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
二
〇
二
五
年
は
田

起
こ
し
の
段
階
か
ら
水
嵩
を
一
定
に
保
て
る
よ
う
深
く
し
た

こ
と
に
よ
り
、
除
草
作
業
は
う
ま
く
い
っ
た
。
さ
ら
に
ア
イ

ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト
の
除
草
作
業
に
は
水
と
土
を
攪か

く

拌は
ん

す
る
作
用

が
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
水
田
内
に
酸
素
が
送
り
込
ま

れ
、
栄
養
を
供
給
し
て
く
れ
る
微
生
物
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
、
収
量
増
加
へ
導
く
結
果
が
得
ら
れ
た
そ
う
だ
。
機
械
導

入
は
一
見
、農
業
の
工
業
化
を
想
起
さ
せ
る
が
、人
間
の「
手

入
れ
」
の
範
囲
、
知
恵
や
工
夫
は
数
値
や
エ
ビ
デ
ン
ス
と
は

違
う
結
果
と
恵
を
も
た
ら
す
の
だ
。

こ
の
他
、
ナ
ノ
バ
ブ
ル
（
超
微
細
気
泡
）
農
法
の
研
究
と

実
践
も
進
め
て
い
る
。
そ
の
効
果
は
土
壌
へ
の
浸
透
性
が
高

く
な
る
こ
と
、
作
物
の
栄
養
吸
収
を
助
け
る
な
ど
、
収
量
、

品
質
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム
で

収
穫
さ
れ
る
作
物
が
即
座
に
お
菓
子
の
原
材
料
と
な
り
、
収

益
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
農
地
を
保
持
し
な

が
ら
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
近
江
八
幡
の
景
観
保
全
や
、
リ

ス
ク
の
高
い
減
農
、
無
農
薬
農
業
の
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー

に
よ
る
デ
ー
タ
蓄
積
、
大
学
と
の
共
同
研
究
な
ど
地
域
企
業

に
し
か
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
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近
江
八
幡
で
や
る
拘
り
、
大
規
模
農
業
と
は
違
う
や
り
方

で
こ
の
地
を
蘇
ら
す
こ
と
な
ど
「
こ
の
よ
う
な
技
術
的
検
証

を
た
く
さ
ん
試
み
る
こ
と
で
農
業
従
事
者
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
」
と
鬼
海
さ
ん
は
夢
を
語
る
。
ラ 

コ
リ
ー
ナ
を

訪
れ
る
人
々
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
か
ら
話
は
始
ま
り
、
近

江
八
幡
の
景
観
や
こ
の
地
を
持
続
さ
せ
る
話
へ
と
大
き
く
話

は
膨
ら
ん
で
い
た
。

こ
の
よ
う
な
思
い
や
考
え
が
生
ま
れ
る
に
は
、
地
域
の
企

業
、
行
政
、
連
携
す
る
大
学
、
そ
し
て
文
化
的
景
観
第
一
号

を
も
つ
近
江
八
幡
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
で
あ
ろ

う
。
前
編
の
最
初
に
戻
る
が
庶
民
の
信
仰
の
よ
り
ど
こ
ろ
で

あ
る
本
願
寺
八
幡
別
院
が
存
在
す
る
こ
と
も
、
為
政
者
が
統

治
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
コ
モ
ン
ズ
が
こ
の
地
を
持
続
さ
せ

て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

写真 35 ラ コリーナ内の農地 写真 33 畦道に立つ鬼海さん

写真 34 ラ コリーナ内の農地 写真 32 八幡山と一体化するラ コリーナ内の景観

写真 31 キャンディーファームが保持している農地

写真 30 鬼海航太さん

追
記紀

要
の
冒
頭
は
、
二
〇
二
六
年
、
年
始
の
自
身
の
心
境
と

二
〇
二
五
年
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
思
い
を
書
き
綴
っ

て
み
た
。
テ
レ
ビ
世
代
の
私
が
正
月
番
組
に
お
い
て
そ
の
気

分
を
味
わ
う
余
裕
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。
情
報
と
は
、
と
る
べ
く
し
て
自
身
が
と
り
に
行
く
も
の

と
、
何
と
な
く
目
の
前
を
流
れ
見
聞
き
す
る
も
の
が
あ
る
だ

ろ
う
。
こ
こ
で
は
後
者
を
受
け
入
れ
に
く
く
な
っ
た
の
か
、

興
味
関
心
の
薄
い
情
報
も
何
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
切
欠
と
な

り
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
事
象
と
関
係
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
気
づ
き
が
新
た
な
考
え
の
発
生
や
、
こ
れ
ま
で
の

蓄
積
と
つ
な
が
る
こ
と
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
も

し
や
自
身
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
情
報
し
か
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
状
況
に
あ
る
の
か
、
と
も
考
え
て
し
ま
う
。
現
実
を
直

視
す
る
苦
し
さ
あ
ま
り
に
、
自
身
の
興
味
関
心
に
寄
せ
た
情

報
ば
か
り
を
受
け
入
れ
、
都
合
よ
く
解
釈
し
た
い
も
の
で
あ

る
。二

〇
二
五
年
の
「
近
江
の
懐
」
は
流
布
さ
れ
る
情
報
と
絶

妙
な
距
離
を
置
き
、
他
人
事
を
自
分
ご
と
の
よ
う
に
思
い
込

ん
で
大
き
な
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
本
当
の
自
分

ご
と
は
何
か
、
そ
れ
に
向
き
合
お
う
と
す
る
個
人
、
地
域
、

企
業
の
有
り
様
に
迫
っ
た
。
二
〇
二
五
年
末
に
は
厳
し
い
現

実
も
耳
に
し
た
。
大
溝
で
紹
介
し
た
共
創
ス
ペ
ー
ス
の
コ
ー

ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
が
十
二
月
末
を
も
っ
て
撤
退
を
決
め
た
そ
う

だ
。
全
国
の
あ
ち
こ
ち
の
地
域
に
広
が
り
を
み
せ
る
コ
ー

ヒ
ー
ロ
ー
ス
タ
ー
ス
タ
ン
ド
は
、
そ
の
地
域
の
独
自
性
と
呼

応
し
て
安
堵
の
ひ
と
時
を
生
み
出
し
て
い
る
空
間
だ
。実
際
、

写真 29 田起こしからやりなおした水田

写真 28 ラ コリーナ内の園路

近江の懐をめぐる ９　﻿ 30



私
も
様
々
な
地
域
を
訪
れ
た
際
に
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
で
淹
れ

る
コ
ー
ヒ
ー
店
を
探
し
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
地
域
の

生
情
報
を
入
手
し
て
い
る
。
コ
ー
ヒ
ー
は
人
々
と
地
域
を
結

ぶ
大
切
な
エ
レ
メ
ン
ト
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場

は
目
的
の
有
無
を
問
わ
ず
誰
も
が
立
ち
寄
れ
る
「
居
場
所
」

で
あ
り
、そ
こ
は
新
た
な
切
欠
と
想
像
を
生
み
出
す「
フ
ァ
ー

ム
」
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
撤
退
を
決
め
た
理

由
は
い
く
つ
か
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
試
み
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
あ
り
、
地
元
の
企
業
が
設
定
し
た
相
互
乗
り
入
れ
が

で
き
る
仕
組
み
が
重
要
だ
。
空
い
た
場
所
に
ま
た
新
た
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
参
入
で
き
る
可
能
性
を
残
し
、
現
実
と

し
て
の
「
場
」
を
設
け
る
こ
と
で
様
々
な
立
ち
位
置
の
人
間

が
関
わ
れ
る
可
能
性
を
つ
く
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
を
応
援
し
な

が
ら
存
続
で
き
る
よ
う
な
空
気
感
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
だ
ろ
う
。
近
頃
は
目
的
が
無
く
と
も
、
何
気
な
く
立

ち
寄
れ
る
場
所
、立
ち
寄
っ
て
も
許
さ
れ
る
場
所
の
存
在
が
、

今
後
さ
ら
に
重
要
視
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
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近
江
学
ラ
ジ
オ
と
キ
ー
ワ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
試
み

―
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
座
か
ら
広
が
る
現
代
の
「
座
」
と
「
講
」
―

成
安
造
形
大
学
講
師
／
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
研
究
員
　
田
口
真
太
郎

美
術
家
／
成
安
造
形
大
学
教
授
／
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
研
究
員
　
石
川
　
　
亮



第
一
章
　
は
じ
め
に

本
稿
は
、
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
に
お
け
る

新
た
な
実
践
「
近
江
学
ラ
ジ
オ
」
と
、
そ
の
成
果
と
し
て
制

作
さ
れ
た
「
キ
ー
ワ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
報
告
す
る
も

の
で
あ
る
。
近
江
学
研
究
所
は
こ
れ
ま
で
、
文
化
誌
『
近
江

学
』
の
刊
行
を
中
心
に
「
惣
・
座
・
講
」
と
い
う
視
点
か
ら

地
域
社
会
の
成
り
立
ち
や
そ
の
現
代
的
意
義
を
探
究
し
て
き

た
。
そ
の
中
で
、
研
究
成
果
を
よ
り
広
く
共
有
す
る
た
め
、

書
籍
や
展
覧
会
に
加
え
て
音
声
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
発
信
を

試
み
た
の
が
「
近
江
学
ラ
ジ
オ
」
で
あ
る
。

近
江
学
ラ
ジ
オ
は
、
展
覧
会
「
近
江
学
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
座

『
火
水
木
か
ら
考
え
る
』」
の
関
連
企
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
和
ろ
う
そ
く
（
火
）
の
大
西
巧
、
桶
（
木
）
の
中
川
周

士
、
湧
水
（
水
）
を
担
う
石
川
を
含
む
三
者
が
出
演
し
た
。

石
川
は
湧
水
に
関
す
る
視
点
を
担
う
と
同
時
に
全
体
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
全
九
回
の
収
録
を
通
じ
て
、
素
材

や
技
法
へ
の
ま
な
ざ
し
、
学
び
と
継
承
の
方
法
、
地
域
文
化

と
身
体
性
、
現
代
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
な
ど

が
語
ら
れ
た
（
図
1
）。

し
か
し
な
が
ら
、
対
話
の
記
録
は
そ
の
ま
ま
で
は
散
漫
に

見
え
る
側
面
も
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
ら
は
、
収
録
内
容
を
基

盤
と
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
・
整
理
し
、
可
視
化
を
試
み

た
。
そ
の
成
果
が
「
近
江
学
ラ
ジ
オ 

キ
ー
ワ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

で
あ
る
。
収
録
で
語
ら
れ
た
多
様
な
テ
ー
マ
を
相
互
の
関
係

性
か
ら
整
理
し
、
六
つ
の
根
源
的
な
問
い
（
素
材
と
自
然
／

工
芸
性
と
人
間
／
学
び
と
継
承
／
地
域
文
化
と
身
体
／
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
／
工
芸
と
社
会
）へ
と
展
開
す
る
こ
と
で
、

ラ
ジ
オ
で
の
対
話
を
研
究
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
直
す
こ
と

を
目
指
し
た
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
「
惣
・
座
・
講
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
文
脈
を
整
理
し
、
そ
の
中
で
提
示
さ
れ
た
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ

Ｕ
座
」
と
近
江
学
ラ
ジ
オ
の
関
係
を
述
べ
る
。
続
い
て
、
収
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This paper reports on the Omi Studies Radio Project and its outcome, the “Keyword Map”, 
conducted at the Omi Multicultural Institute affiliated with Seian University of Art and 
Design. The radio series, based on the concept of “MUSUBU-za” (occupational communities) 
introduced in Omi Studies vol.16, documented dialogues among three artisans working with 
fire, water, and wood. The Keyword Map served as a medium bridging research, exhibition, 
and education, enabling the practitioners to organize their tacit knowledge and experiences, 
while also receiving candid feedback from participants at the public lecture. This interaction 
deepened discussion and generated new insights, demonstrating a methodological approach 
to contemporary community studies in connection with the historical notions of za (trade 
guilds) and kō (religious associations).

図 1　�成安造形大学附属近江学研究所の公式 YouTube
チャンネルで公開された近江学ラジオ番組一覧

（2025 年 9 月時点、スクリーンショット）
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録
の
実
態
と
キ
ー
ワ
ー
ド
整
理
・
マ
ッ
プ
制
作
の
過
程
を
報

告
し
、
最
後
に
公
開
講
座
で
得
ら
れ
た
来
場
者
の
意
見
を
踏

ま
え
た
考
察
と
結
論
を
行
う
。

第
二
章
　「
惣
・
座
・
講
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
文
脈

近
江
学
研
究
所
は
、
二
〇
一
八
年
に
「
里
・
川
・
祭
」
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
暮
ら
し
や
自
然
環

境
に
根
ざ
し
た
共
同
体
の
姿
を
検
証
し
て
き
た
。
そ
の
延
長

と
し
て
、
二
〇
二
三
年
度
か
ら
は
三
ヵ
年
計
画
で
「
惣
・
座
・

講
」
を
特
集
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
縁
に

基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
惣
、
生
業
に
基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
＝
座
、
互
助
や
趣
味
・
嗜
好
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝

講
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
、
近
江
の
社
会
と
文
化
を
歴
史

的
・
現
代
的
に
読
み
解
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
座
」
は
、
中
世
・
近
世
に
お
け
る
職
能
者
集

団
や
芸
能
集
団
の
同
業
組
織
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
近

江
学
研
究
所
で
は
、
こ
の
「
座
」
を
現
代
的
に
再
解
釈
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
生
業
を
担
い
な
が
ら
新
た
な
展
開
を
見
せ

る
人
々
を
「
現
代
の
座
」
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
具

体
例
が
、
石
川
が
文
化
誌
『
近
江
学
』
第
十
六
号
に
お
い
て

示
し
た
「
近
江
学
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
座
―
現
代
の
生
業
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
あ
る
。

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
座
は
、二
〇
一
一
年
以
降
の
公
開
講
座「
近

江
の
か
た
ち
を
明
日
に
つ
な
ぐ
」
や
、
二
〇
一
五
年
の
滋
賀

県
事
業
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
に
よ
る
淡
水
真

珠
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
契
機
に
育
ま
れ
た
作
り
手
同
士
の
共

創
の
延
長
に
あ
る
。
そ
れ
ま
で
個
別
に
活
動
し
て
い
た
職
人

お
よ
び
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
相
互
に
刺
激
を
受
け
、
技
術
や
背

景
に
潜
む
物
語
性
を
再
認
識
す
る
場
と
な
っ
た
。
二
〇
一
八

年
に
成
安
造
形
大
学
で
「
地
域
実
践
領
域
」
が
発
足
す
る
と
、

作
り
手
た
ち
は
教
育
・
研
究
活
動
に
関
わ
り
つ
つ
、
自
ら
の

生
業
で
社
会
的
評
価
を
高
め
、
確
固
た
る
「
座
」
と
し
て
の

位
置
を
確
立
し
た
。

第
三
章
　
近
江
学
ラ
ジ
オ
の
試
み

本
研
究
ノ
ー
ト
で
扱
う
「
近
江
学
ラ
ジ
オ
」
は
、
こ
の
Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
座
の
延
長
と
し
て
企
画
さ
れ
た
実
践
で
あ
る
。

特
に
桶
職
人
の
中
川
周
士
（
木
）、
和
ろ
う
そ
く
職
人
の
大

西
巧
（
火
）、
湧
水
の
研
究
を
続
け
て
き
た
石
川
（
水
）
の

三
者
に
焦
点
を
当
て
、「
火
・
水
・
木
」
と
い
う
象
徴
的
要

素
を
起
点
に
据
え
て
対
話
を
展
開
し
た
。

近
江
学
ラ
ジ
オ
は
全
九
回
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
構
成
さ

れ
、
前
半
六
回
は
石
川
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
た
三
者

対
談
で
、
素
材
の
特
性
や
技
術
継
承
の
方
法
、
手
仕
事
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
な
ど
が
語
ら
れ
た
。
第
七
回
以
降
は
、
田

口
が
出
演
者
と
し
て
加
わ
り
、
そ
れ
ま
で
の
議
論
を
整
理
し

つ
つ
新
た
な
問
い
を
提
示
し
て
、
対
話
を
よ
り
深
め
て
い
っ

た
。さ

ら
に
、
第
七
回
の
収
録
に
際
し
て
田
口
が
作
成
し
た

「
テ
ー
マ
整
理
図
」
が
共
有
さ
れ
、
議
論
を
俯
瞰
す
る
契
機

と
な
っ
た
（
図
2
）。
こ
れ
に
よ
り
出
演
者
は
自
身
の
語
り

の
位
置
づ
け
を
再
確
認
し
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
座
の
趣
旨
に
立

ち
返
り
な
が
ら
収
録
後
半
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
た

図 2　近江学ラジオ第七回の収録に際して作成したテーマ整理図（田口真太郎作成、2025 年）
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が
っ
て
近
江
学
ラ
ジ
オ
は
、
音
声
コ
ン
テ
ン
ツ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
研
究
テ
ー
マ
を
再
構
築
す
る
実
践
の
場
と
し
て
機
能
し

た
と
言
え
る
。

第
四
章
　
キ
ー
ワ
ー
ド
整
理
と
マ
ッ
プ
の
制
作

近
江
学
ラ
ジ
オ
の
全
九
回
に
わ
た
る
収
録
で
は
、
素
材
や

技
術
、
学
び
の
継
承
、
地
域
文
化
や
共
同
体
の
在
り
方
な
ど
、

多
様
な
テ
ー
マ
が
語
ら
れ
た
。
し
か
し
、
音
声
の
み
の
記
録

で
は
議
論
の
広
が
り
や
関
連
性
を
把
握
す
る
の
が
難
し
く
、

全
体
像
を
共
有
す
る
に
は
別
の
手
法
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
筆
者
ら
は
、
収
録
内
容
を
整
理
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
抽
出
・
可
視
化
す
る
試
み
を
行
っ
た
。

第
一
段
階
と
し
て
、
収
録
で
語
ら
れ
た
言
葉
や
概
念
を
可

能
な
限
り
網
羅
的
に
拾
い
上
げ
、
分
類
ご
と
に
ま
と
め
た

「
テ
ー
マ
整
理
図
」
を
作
成
し
た
。
そ
こ
で
は
「
手
と
素
材
」

「
学
び
と
継
承
」「
祭
と
つ
な
が
り
」「
生
き
方
と
知
」
と
い
っ

た
ク
ラ
ス
タ
が
見
い
だ
さ
れ
、
出
演
者
自
身
の
語
り
を
振
り

返
る
手
が
か
り
と
し
て
機
能
し
た
（
図
3
）。

第
二
段
階
で
は
、
こ
の
整
理
図
を
基
盤
に
「
キ
ー
ワ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
へ
と
再
構
成
し
た
（
図
4
）。
マ
ッ
プ
で
は
単
な

る
分
類
の
羅
列
に
と
ど
め
ず
、
中
心
に
問
い
を
据
え
る
形
式

を
採
用
し
た
。
す
な
わ
ち
「
近
江
の
手
仕
事
と
人
・
自
然
・

社
会
を
ど
う
結
び
直
す
の
か
」
と
い
う
総
合
的
な
問
い
を
中

心
に
置
き
、
そ
こ
か
ら
六
つ
の
根
源
的
な
問
い
を
放
射
状
に

展
開
し
た
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
六
つ
で
あ
る
。

（
一
）
素
材
と
自
然

（
二
）
工
芸
性
と
人
間

（
三
）
学
び
と
継
承

（
四
）
地
域
文
化
と
身
体

（
五
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

（
六
）
工
芸
と
社
会

各
柱
の
周
囲
に
は
、
収
録
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
具
体
的
な

キ
ー
ワ
ー
ド
を
配
置
し
た
。
た
と
え
ば
「
素
材
と
自
然
」
に

は
「
火
・
水
・
木
」「
偶
然
性
」「
廃
材
の
再
解
釈
」
な
ど
が
、

「
学
び
と
継
承
」
に
は
「
見
て
盗
む
」「
守
破
離
」「
雑
木
林

的
教
育
観
」
な
ど
を
位
置
づ
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
出
演
者

の
発
話
は
問
い
と
の
対
応
関
係
の
中
で
再
編
成
さ
れ
、
ラ
ジ

オ
全
体
の
射
程
を
一
望
で
き
る
構
造
を
提
示
し
た
。

こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
出
演
者
と
の
共
有
を
通
じ

て
議
論
を
再
整
理
す
る
契
機
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
展
覧

会
や
公
開
講
座
に
お
い
て
大
型
出
力
や
配
布
資
料
と
し
て
活

用
で
き
る
成
果
物
と
も
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ジ
オ
で
の

対
話
を
一
過
性
の
記
録
に
と
ど
め
ず
、
研
究
資
源
と
し
て
蓄

積
し
、
展
示
・
教
育
・
社
会
発
信
へ
と
展
開
す
る
た
め
の
基

盤
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
出
演
者
自
身
に
と
っ
て
も
、
暗
黙
知

や
経
験
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
内
容
が
整
理
さ
れ
、
共
有
可

能
な
知
へ
と
再
確
認
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。

図 3　近江学ラジオ全九回の内容を整理したテーマ整理図（田口真太郎作成、2025 年）
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第
五
章
　
公
開
講
座
で
の
検
証

本
研
究
の
成
果
で
あ
る
テ
ー
マ
整
理
図
と
キ
ー
ワ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
二
〇
二
五
年
九
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
公
開

講
座
「
近
江
学
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
座
『
火
水
木
か
ら
考
え
る
』」

に
お
い
て
お
披
露
目
さ
れ
た
（
図
5
）。
こ
の
公
開
講
座
は
、

「
キ
ャ
ン
パ
ス
が
美
術
館
開
館
十
五
周
年
記
念
展
覧
会　

近

江
学
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
座
『
火
水
木
か
ら
考
え
る
』」
の
関
連

企
画
と
し
て
実
施
さ
れ
、
会
場
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
数
日
前

か
ら
Ａ
１
サ
イ
ズ
に
出
力
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
、
来
場

者
が
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら
マ
ッ
プ
を
参
照
で
き
る
環
境
が

整
え
ら
れ
て
い
た
（
図
6
）。

講
座
は
午
前
中
に
実
施
さ
れ
、
ラ
ジ
オ
制
作
の
経
緯
や

キ
ー
ワ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
趣
旨
を
紹
介
し
た
後
、
会
場
と
の
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
午
後
か
ら
は
出
演
者
に
よ
る
実
演
や

解
説
を
交
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
展
開
さ
れ
、
参
加
者
は

図
と
体
験
を
往
復
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
る
機
会
を
得
た
。

意
見
交
換
の
時
間
に
は
、
来
場
者
か
ら
多
様
な
コ
メ
ン
ト

図 4　近江学ラジオの全九回の内容を整理したキーワードマップ（田口真太郎作成、2025 年）

図 5　�2025 年 9 月 13 日開催の公開講座「近江学 MUSUBU 座『火水木から考える』」
の様子（撮影：永江弘之、2025 年 9 月）

図 6　�展覧会エントランスに展示されたキーワードマップ（A1 サイズポスター／キャ
ンパスが美術館会場、撮影：真下武久、2025 年 9 月）
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が
寄
せ
ら
れ
た
。
第
一
に
、
修
理
と
継
承
に
関
す
る
視
点
で

あ
る
。
あ
る
来
場
者
は
「
桶
や
傘
な
ど
の
日
用
品
は
、
か
つ

て
修
理
を
前
提
に
長
く
使
い
継
が
れ
て
き
た
。
修
繕
こ
そ
が

文
化
継
承
の
基
盤
で
は
な
い
か
」
と
発
言
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
中
川
周
士
は
、
実
際
に
二
百
年
近
く
前
の
桶
の
修
繕
を

依
頼
さ
れ
た
経
験
を
紹
介
し
つ
つ
、「
板
を
一
枚
ず
つ
交
換

し
て
い
け
ば
、
原
理
的
に
は
桶
は
永
久
に
使
え
る
。
修
理
こ

そ
が
工
芸
の
思
想
そ
の
も
の
だ
」
と
応
答
し
た
。

第
二
に
、癒
し
と
し
て
の
工
芸
と
い
う
観
点
が
示
さ
れ
た
。

来
場
者
の
一
人
は
「
文
化
の
本
質
は
癒
し
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
和
ろ
う
そ
く
の
炎
は
そ
の
象
徴
に
な
り
得
る
」
と
述

べ
た
。
こ
の
意
見
を
受
け
、
大
西
巧
は
「
和
ろ
う
そ
く
は
か

つ
て
祈
り
の
場
の
明
か
り
を
担
っ
て
き
た
。
時
代
ご
と
に
与

え
ら
れ
る
役
割
は
変
化
す
る
が
、
現
代
に
お
い
て
も
“
光
”

が
果
た
せ
る
役
割
を
探
り
続
け
た
い
」
と
答
え
た
。
こ
の
や

り
取
り
は
、
伝
統
が
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
社
会
と

の
関
わ
り
の
中
で
変
容
し
続
け
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。

第
三
に
、生
活
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
指
摘
が
あ
っ
た
。

女
性
の
来
場
者
か
ら
は
「
桶
や
ろ
う
そ
く
は
生
活
用
品
で
あ

り
、
日
々
使
い
こ
な
し
た
の
は
女
性
だ
っ
た
。
文
化
の
継
承

に
は
生
活
の
視
点
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
こ
に
女
性
の
目
線

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
は
不
十
分
で
は
な
い
か
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。
中
川
は
さ
ら
に
、「
優
れ
た
使
い
手
も
ま

た
工
芸
家
で
あ
る
。
作
り
手
だ
け
で
な
く
、
使
い
手
の
知
恵

が
文
化
を
支
え
て
き
た
」
と
語
り
、
工
芸
を
“
作
る
文
化
”

と
同
時
に
“
使
う
文
化
”
と
し
て
捉
え
る
意
義
を
強
調
し
た
。

さ
ら
に
大
西
も
「
工
芸
は
思
想
で
あ
り
、
作
り
手
と
使
い
手

の
双
方
が
そ
の
思
想
を
担
う
主
体
と
な
る
」
と
述
べ
、
今
後

の
議
論
に
多
様
な
視
点
を
取
り
込
む
必
要
性
を
認
め
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
交
換
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
提
示
し

た
こ
と
で
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
マ
ッ
プ
を
媒
介
と

す
る
こ
と
で
、
出
演
者
と
来
場
者
が
議
論
の
全
体
像
を
俯
瞰

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
や
経
験
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

ラ
ジ
オ
収
録
時
に
は
顕
在
化
し
な
か
っ
た
魅
力
を
深
掘
り

し
、
新
た
な
視
点
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
「
修

理
」「
癒
し
」「
生
活
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
っ
た
観
点
は
、

既
存
の
マ
ッ
プ
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
後
Ｍ
Ｕ

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
座
を
軸
に
ラ
ジ
オ
を
継
続
し
て
い
く
際
の
切
り
口

や
ゲ
ス
ト
選
定
の
参
考
と
な
る
重
要
な
示
唆
で
あ
っ
た
。

公
開
講
座
は
、
研
究
成
果
を
一
方
的
に
提
示
す
る
場
に
と

ど
ま
ら
ず
、
社
会
と
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
研
究
を
拡
張
す

る
場
と
し
て
機
能
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
媒
介
と
す

る
こ
と
で
、
出
演
者
は
自
身
の
語
り
を
整
理
し
直
す
契
機
を

得
て
、
来
場
者
は
初
め
て
触
れ
る
内
容
に
率
直
な
意
見
や
疑

問
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
議
論
は
よ

り
立
体
的
に
展
開
し
、
研
究
の
次
の
展
望
や
新
た
な
気
づ
き

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。

第
六
章
　
考
察
と
結
論

本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、「
近
江
学
ラ
ジ
オ
」
と
「
キ
ー
ワ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
の
制
作
・
提
示
を
通
じ
て
、
近
江
学
研
究
所
の

新
た
な
研
究
実
践
の
か
た
ち
を
報
告
し
て
き
た
。以
下
で
は
、

今
回
の
試
み
か
ら
得
ら
れ
た
意
義
と
今
後
の
展
望
を
整
理
す

る
。第

一
に
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
座
の
現
代
的
意
義
で
あ
る
。
Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
座
は
、
文
化
誌
『
近
江
学
』
第
十
六
号
で
提
示

さ
れ
た
「
現
代
の
生
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
し
て
の
概
念

で
あ
り
、
信
頼
や
共
感
を
基
盤
と
し
た
横
断
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
構
想
さ
れ
た
。
今
回
の
ラ
ジ
オ
は
、
そ
の
具
体
的

な
実
践
の
一
例
と
し
て
「
火
・
水
・
木
」
に
関
わ
る
三
者
の

語
り
を
深
め
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
座
の
理
念
を
具
体
化
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
ラ
ジ
オ
と
い
う
場
の
実
験
性
で
あ
る
。
講
義
や

講
演
ほ
ど
フ
ォ
ー
マ
ル
で
は
な
く
、
雑
談
ほ
ど
日
常
的
で
も

な
い
。
適
度
な
緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
第
三
者
に
届
く
言
葉

で
語
る
「
セ
ミ
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
」
と
し
て
機
能
し
、
収
録

外
の
意
見
交
換
も
含
め
て
、
研
究
的
な
議
論
を
活
性
化
さ
せ

る
契
機
と
な
っ
た
。

第
三
に
、
キ
ー
ワ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
媒
介
し
た
社
会
的
対
話

で
あ
る
。
マ
ッ
プ
を
提
示
し
た
公
開
講
座
で
は
、
来
場
者
か

ら
率
直
な
疑
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
出
演
者
と
の
応
答
を

通
じ
て
議
論
が
深
ま
っ
た
。こ
う
し
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、

マ
ッ
プ
に
よ
っ
て
全
体
像
が
共
有
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ

た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
捉
え
き
れ
な

か
っ
た
生
活
感
覚
や
新
た
な
着
眼
点
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

た
。
こ
れ
は
、
マ
ッ
プ
に
よ
っ
て
議
論
を
俯
瞰
し
な
が
ら
共

有
で
き
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
成
果
で
あ
る
。
マ
ッ
プ
は
知

見
を
整
理
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
と
の
相
互
作
用
を
触

発
し
、
研
究
を
拡
張
す
る
媒
介
装
置
と
し
て
機
能
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
近
江
学
ラ
ジ
オ
と
キ
ー
ワ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、「
惣
・
座
・
講
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
現
代
的
に

実
践
し
、
社
会
に
開
く
新
し
い
成
果
発
信
の
モ
デ
ル
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
今
後
は
、
公
開
講
座
で
得
ら
れ
た
視
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点
を
も
と
に
、
ラ
ジ
オ
制
作
を
継
続
し
つ
つ
ゲ
ス
ト
や
テ
ー

マ
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
様
な
「
惣
・
座
・
講
」
の

実
践
を
記
録
・
可
視
化
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
本

研
究
ノ
ー
ト
が
そ
の
一
歩
を
示
す
も
の
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。
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